
 

 

この研修テキストを使用して研修を受講するためには、下記のパソコン環境が必要となりま

す。 

●下記のアプリケーションがインストール済み 

・電子申請支援システム 建設業統合版 Ｖｅｒ5.5 以降 

・Microsoft Excel（職員名簿、工事経歴等のサンプルデータを Microsoft Excel からのコピー＆

貼付で使用する場合、工事経歴書のデータを Microsoft Excel 形式で出力する場合） 

●サンプルデータを使用するためには CD-ROM ドライブが装着されていることが必要です。 

●画面は電子申請支援システム 建設業統合版 Ｖｅｒ5.5（2011 年 2 月公開）の画面となりま

す。 
 

※ このテキストで使用しているサンプルデータは、「電子申請支援システム 建設業統合版」ＣＤ（Ver5.5.2 以

降）の中にあります。 

 

 

 

 

この「研修テキスト」は「電子申請支援システム 建設業統合版」の操作研修用のテキストです。操作マニュ

アルとしてご利用いただくこともできます。 

 

※本文中に具体的な金額の入力や操作手順が出てきますが、研修中に入力するサンプルデータの内容で

す。 
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第１章．はじめに 

「電子申請支援システム建設業統合版」は建設業関連業務支援を目的として開発されました。 

バージョン５（2009年 1月公開）よりデータの管理や操作性が大きく向上しました。また従来のバージョン同様、

経営状況分析の電子申請が可能となっています。 

 

システムの特徴                                  

 

建設業の書類が作成できます 

操作画面が新しくなって、より簡単な操作で建設業

許可、各種変更届、財務諸表、経営状況分析、経営

事項審査、入札参加資格申請などの書類が作成で

きます。 

  
（書類選択画面） 

 
（書類入力画面） 

 
（書類一覧から選択） 

 

 

 

顧客管理／データ連動 

顧客台帳にて顧客を管理し、また顧客一覧、案内文

書、宛名ラベルの印刷などの作業ができます。 

  
（顧客台帳） 

 
（月次管理画面） 

入力は申請書どおりの画面 

実際の提出様式にあわせた入力画面となっていま

す。各書類ともこれまで紙の書類を作るのと同じよう

に入力を行います。 

 
（経営規模等評価申請書 入力画面） 
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経営状況分析電子申請対応 
（ネット申請／フロッピー申請） 

登録経営状況分析機関 ワイズ公共データシステム

（株）への経営状況分析電子申請用データを作成す

ることが出来ます。 

 
（データ作成画面） 

 
（オンライン申請画面） 

 

経審結果表示・グラフ表示・シミュレーション 

新・旧の経審結果を切り替えて表示できます。また

経営状況、完成工事高、技術職員などのグラフ表示

により経審提出前の評点シミュレーションが可能で

す。 

また、かんたん入力シミュレーションでは、評点計算

に必要な科目のみを入力し、入力と同時に点数を確

認することができます。 

 
（かんたん入力画面） 

 

 

便利な機能 

各種書類作成を効率的に行うために以下のような機

能を搭載しています。 

財務諸表 

税込決算書→税抜財務諸表自動変換 

 

工事経歴書 

各種集計、並び替え、直前３年の施工金額へのデー

タ連動、配置技術者の重複確認等の便利な機能が

あります。 

 

書式デザイン機能 

文字サイズ、フォント、位置等を自由に設定できます。

新しい項目を設けたり、全く新しい書式を作成するこ

とも可能です。 

 

他にも書類作成・シミュレーションに役立つ便利な機

能を揃えております。 
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作成・印刷する書類一覧                                      

経審・経営状況分析申請関連 

（新・旧切り替え可能） 

経審・経営状況分析評点算出関連 

（新・旧計算切り替え可能） 

経営状況分析申請書 

経営状況分析の申請付表 

財務諸表（法人／個人） 

兼業事業売上原価報告書 

経営規模等評価申請書 

工事種類別完成工事高 

その他の審査項目（社会性等） 

技術職員名簿 

経審結果通知書 

激変緩和措置比較 

グラフ（経営状況・ウェイト換算） 

グラフ（経営状況・レーダーチャート） 

かんたん入力シミュレーション 

経常ＪＶ評点 

 

 

建設業許可申請関連 

（新規・変更・更新） 
決算変更届（変更届出書）関連 

変更届出書（別紙 8、別紙 4） 

財務諸表（法人／個人） 

事業報告書、営業報告書 

工事経歴書 

直前３年の各営業年度における工事施工金額 

使用人数 

令第３条に規定する使用人の一覧表 

入札参加資格申請関連 

一般競争（指名競争）参加資格審査申請書 

営業所一覧表 

業態調書 

共同企業体等調書 

一般競争（指名競争）参加資格審査申請書変更届 

工事経歴書 

その他 

建設業許可申請書 

建設業許可申請書（別紙） 

使用人数 

誓約書 

経営業務の管理責任者証明書 

専任技術者証明書（新規・変更） 

専任技術者証明書（更新） 

実務経験証明書 

指導監督的実務経験証明書 

令第３条に規定する使用人の一覧表 

国家資格者・監理技術者一覧表 

許可申請者の略歴書 

令第３条に規定する使用人の略歴書 

株主（出資者）調書  

営業の沿革 

所属建設業者団体 

主要取引金融機関 

変更届出書（様式 22 の 2） 

届出書 

廃業届 

登記されていないことの証明申請書 

顧客一覧 

宛名ラベル 

顧客への案内文 

各都道府県独自書式（都道府県により異なります） 
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作業の流れ                                               

システムを起動すると、顧客管理システムが起動します。 

まずは顧客台帳で顧客の登録を行います。顧客台帳で会社情報などを登録した後、データの入力、申請書類

の印刷を行います。 

 

 最初に顧客（建設会社）を登録します。 

下記の方法で登録が出来ます。 

①新規で顧客を登録する 

②旧バージョンのデータを変換する 

③クリックス社「許認可プロ 建設業」からデータを取り込む 

④システム総研社「行政書士OA」からデータを取り込む  

⑤ホックス社「コンパス」からデータを取り込む 

 
 ・「顧客台帳」 

顧客毎に以下の項目の登録を行います。 

①会社情報の登録 

②職員名簿の登録 

③許可を受けている業種の登録 

④営業所の登録 

 
・「顧客台帳」 

決算期ファイル、許可ファイルを作成します。 

すでに作成されている場合は、決算期ファイル、許可ファイルを選択し

ます。 

 

 
 

顧客台帳より顧客を選択して、作成する書類を選択してデータの入力を 

行います。 

・決算報告（決算変更届、財務諸表、工事経歴書など） 

・経営状況分析 

・経営事項審査 

・入札参加資格申請 

・建設業許可申請（新規・更新） 

・変更届、廃業届 

※経審評点を算出するには、「経営状況分析」、「経営事項審査」、 

「財務諸表」のデータの入力を行います。 

※ワイズ公共データシステムへの電子申請を行うには、「経営状況分析」、

「財務諸表」のデータの入力を行います。 

 

申請書類を印刷します。 

ワイズ公共データシステムへの電子申請用データを作成します。 

１． 

顧客を 

登録する 

２． 

顧客情報 

を登録する 

（顧客毎） 

４． 

書類毎の 

データを 

入力する 

（顧客毎） 

 

５． 

申請書類 

を印刷 

する 

（顧客毎） 

３． 

決算期、 

許可情報 

を登録する 
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第２章．システムのインストールと削除 

まずはＣＤ－ＲＯＭを使用してインストールを行います。 

※ＣＤ－ＲＯＭはワイズ公共データシステム（株）より配布をしております。 

旧バージョンがインストールされている場合にはダウンロードにて最新版を入手することができます。 

必要なハード等の環境                          

「電子申請支援システム 建設業統合版」をインスト

ールしてご利用になるには以下の環境が必要です。 

対応OS 
Microsoft(R) Windows(R) 7 

Microsoft Windows Vista（tm） SP1 以降 

Microsoft Windows XP SP2 以降  

CPU 及び 

メモリ 

Windows 7 / Vista  

・1GHz 以上のプロセッサ 

・1GB 以上のメモリ 

Windows XP  

・500MHz 以上のプロセッサ 

・192MB 以上のメモリ 

 

推奨環境 

Windows 7 / Vista  

・1GHz 以上のプロセッサ 

・2GB 以上のメモリ 

Windows XP 

・800MHz 以上のプロセッサ 

・256MB 以上のメモリ 

ハード 

ディスク 

350MB 以上の空き容量 

(全ての機能をインストールした場合) 

※別途データを保存するための空き容量が必要 

その他 

必要機器 

CD-ROM または DVD-ROM ドライブ 

（システムインストールのため） 

フロッピーディスクドライブ 

（ワイズ公共データシステムへフロッピーディスク

での電子申請を行う場合） 

その他 

推奨機器 

Windows 対応プリンタ 

（申請書類を印刷するため） 

その他 

推奨環境 

インターネット接続環境 

（システムの自動アップデート、ワイズ公共データ

システムへのオンライン方式による電子申請を行

う場合） 

■Microsoft、Windows は、米 Microsoft Corporation

の米国及びその他の国における登録商標または商

標です。 

 

 

 

 

 

 

システムのインストール                

①CD-ROM ドライブに CD-ROM を入れると、自動的

に次の画面が表示されます。［Setup.exe の実行］を

クリックします。 

 
 

②続いて次の画面が表示されますので、［はい］をク

リックします。 

 
 

■先に、「電子申請支援システム 建設業統合版」が

インストールされている状態で、インストールを実行

しようとすると、削除（アンインストール）の画面（→

P11「削除（アンインストール）」参照）が表示されます。

その場合、画面の指示に従い削除を行ってから、再

び CD-ROM ドライブに CD-ROM を入れます。 

■Windows7以前のOSの場合、CD-ROM ドライブに

CD-ROM を入れると自動でセットアップが始まり、下

記③の画面になります。 

自動でセットアップが始まらない場合は、マイコンピ

ュータを表示、CD-ROMアイコンをダブルクリックして

から アイコンをダブルクリックします。 
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③下記画面が表示されますので、［１．電子申請支

援システムのセットアップ］ボタンをクリックします。 

 

※上記画面はご利用のバージョンにより変更になる

ことがございます。 

④下記画面が表示されますので、［新規セットアッ

プ］ボタンをクリックします。 

■既にセットアップされている場合でアップデートを

する場合は、［アップデート］ボタンをクリックします。 

 

⑤下記の画面が表示されます。［次へ］ボタンをクリ

ックします。 

 

⑥使用許諾契約をよくお読みいただき、［はい］をクリ

ックします。 

 

⑦以下のメッセージが表示されますので、［OK］ボタ

ンをクリックします。 

 

⑧ユーザー名、会社名を入力し、［次へ］ボタンをクリ

ックします。 

 

⑨インストール先のフォルダを確認し、［次へ］をクリ

ックします。 

 

 

 

⑩セットアップタイプをクリックして選択し、［次へ］ボ

タンをクリックします。 

 

 

■セットアップタイプについて 

・標準 全てのプログラムがインストールされま

す。 

・コンパクト システム使用に最小限のプログラムが

インストールされます。 

・カスタム インストール内容を選択することができ

ます。 

⑪プログラムフォルダを確認し、［次へ］ボタンをクリ

ックします。 

 

インストール先を変更するには、［参照］ボタンをクリッ

クしてインストール先を選択します。 
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⑫セットアップ状況が表示されます。インストールが

終了すると自動的に次の画面に切り替わります。 

 

⑬［完了］ボタンをクリックします。 

■再起動するかどうかのメッセージが表示された場

合は、「はい、今すぐコンピュータを再起動します。」

にチェックがついた状態で[完了]ボタンをクリックする

と、自動的に再起動します。動作環境によっては再

起動しないと正しく動作しないことがありますので、

必ず再起動を行ってください。 

 

 

都道府県書式のインストール            

①続いて、都道府県別書式のインストールを行いま

す。 

［2.各都道府県スタイルのセットアップ］ボタンをクリッ

クします。 

 

※上記画面はご利用のバージョンにより変更になる

ことがございます。 

②セットアップの開始で、［次へ］ボタンをクリックしま

す。 

 

 

③セットアップする都道府県の選択で、インストール

する都道府県をクリックして選択し、［次へ］ボタンを

クリックします。 
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④セットアップ開始の画面が表示されますので、［次

へ］ボタンをクリックします。 

 

 

※使用する書式ファイルは登録された顧客の所在地

に応じて自動的に設定されます。 

⑤書式ファイルのセットアップの完了で、［完了］ボタ

ンをクリックします。 

 

システムの削除（アンインストール）            

■インストールしたシステムを削除したい場合にはア

ンインストールを行います。以下の方法で削除して

も入力し保存したデータは削除されません。 

①[スタート]－［コントロールパネル］をクリックしま

す。 

②Windows７・WindowsVista 

→［プログラムのアンインストール］をクリックしま

す。 

WindowsXP 

→［プログラムの追加と削除］をクリックします。 

  

③Windows７ 

→「電子申請支援システム建設業統合版」をダブ

ルクリックします。 

WindowsVista 

→「電子申請支援システム建設業統合版」を選択

して［アンインストールと変更］をクリックします。 

WindowsXP 

→「電子申請支援システム建設業統合版」を選択

して［変更と削除］をクリックします。 
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第３章．顧客台帳 

顧客を登録し、会社情報、職員名簿、申請先・許可業種を入力します。 

会社情報、職員名簿、申請先・許可業種を最初に入力することで、各申請書類に入力内容を反映することがで

きます。 

 

システムを起動する                                          

①デスクトップの  アイコンをダブルクリックし

ます。 

 

②「電子申請支援システム 建設業統合版」が起動

します。 

 

■スタートメニューから起動することもできます。 

（WindowsXP の場合）画面左下の［スタート］－［すべ

てのプログラム］－［電子申請支援システム建設業

統合版］－［電子申請支援システム建設業統合版］

をクリックすることで起動します。 

 

システムの自動アップデート                                      

起動時には以下のメッセージが表示されます。 

■（初回起動時と、２回目以降でシステムのアップデ

ートを確認する設定になっている場合） 

①以下のメッセージが表示されます。 

インターネット接続されている場合、［はい］ボタンを

クリックすると、ワイズ公共データシステムのホーム

ページより最新版のアップデートファイルを自動的に

インストールします。 

 

 

②システムの最新版が公開されている場合、以下の

画面が表示されます。 

アップデート内容を確認する場合は［はい］ボタンを

クリックします。 

 
 

③インターネットエクスプローラが起動し、更新内容

が表示されます。また同時にアップデートの確認画

面が表示されます。 

システムの最新版が公開されている場合、以下の画

面が表示されます。 

アップデート内容を確認する場合は［はい］ボタンを

クリックします。 

 
 

④続いて、以下の画面が表示されます。 

アップデートする場合は［はい］ボタンをクリックしま

す。 

 
 

⑤ダウンロード画面が表示されますのでしばらく待ち

ます。 

 
 

⑥ダウンロードが終了し、インストールを進めます。

画面の指示に従ってアップデートを行なってくださ

い。 

 
 

■初期設定では７日毎に起動時にアップデートファ

イルの公開を確認する画面が表示されます。［はい］

ボタンをクリックしてアップデートされることをおすす

めします。 

■初回起動時には、代理・代行申請者情報の入力

の操作になります。また使用するバージョンによって

は操作研修テキストについての案内メッセージが表

示されます。 

 

１．［はい］ボタンをク

リックします。 

１．［はい］ボタンをク

リックします。 

１．［はい］ボタンをク

リックします。 

１．［次へ］ボタンをク

リックし、後は画面

の指示に従って進

めます。 

１．［はい］ボタンをク

リックします。 



第３章 顧客台帳 

13  

都道府県書式の自動アップデート 
 

続けて最新の書式をインストールします。 

 

①システムのアップデート後に続けて以下のメッセー

ジが表示されます。 

［はい］ボタンをクリックすると、書式のインストール画

面が表示されます。 

 
 

②画面の指示に従って書式のインターネットセットア

ップを進めます。 

 

 
 

システムのアップデート（手動アップデート・設定変更）                       

システムのアップデートは「メンテナンスメニュー」よ

り手動で行うことができます。「メンテナンスメニュー」

は、起動後の顧客台帳の画面からメニュー-[システ

ム管理]-[メンテナンスメニューの表示]をクリックしま

す。 

また自動アップデートの設定を行なうことができます。

インターネットに接続されているパソコンであれば以

下の方法で簡単にバージョンアップをすることができ

ます。 

 

■システムの手動アップデート 

①「メンテナンスメニュー」よりシステムのアップデー

トを行います。 

 
 

②システムの最新版が公開されている場合、以下の

画面が表示されます。 

アップデート内容を確認する場合は［はい］ボタンを

クリックします。 

 
 

以降の操作は前のページの「システムの自動アップ

デート」と一緒になります。 

 

■都道府県書式（スタイル）のインターネットセットア

ップ 

①「メンテナンスメニュー」より都道府県書式（スタイ

ル）インターネットセットアップを行います。 

 
 

②画面の指示に従って書式のインターネットセットア

ップを進めます。 

 
 

■システムの自動アップデートの設定 

①顧客台帳の画面からメニュー－［システム管理］－

［オプション］をクリックします。 

 
 

１．［都道府県書式

（スタイル）インター

ネットセットアップ］

ボタンをクリックし

ます。 

１．［はい］ボタンをク

リックします。 

１．［はい］ボタンをク

リックします。 

１．［次へ］ボタンをク

リックし、後は画面

の指示に従って進

めます。 

１．［オプション］をクリ

ックします。 

１．［次へ］ボタンをク

リックし、後は画面

の指示に従って進

めます。 

１．［システムのアップデ

ート］ボタンをクリック

します。 
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②起動時にシステムのアップデートの確認をするか

設定します。 

（システムのアップデートを確認する設定になってい

る場合、都道府県書式も自動的に確認します。） 

 

 

 
③メニュー－［システム管理］－［システムのアップデ

ートの確認の設定］をクリックします。 

 
 

④システムのアップデートについて、「アップデートフ

ァイルの公開を確認する間隔」から期間を選択しま

す。（初期設定では「７日毎」に設定されています） 

 

  

 

代理・代行申請者情報の入力                                     

代理・代行申請者の情報を登録します。入力した情

報は、代理申請者、書類代行作成者として申請書類

に印刷されます。 

■印刷時の表示 

 
 

■上記の印刷表示はデザイン機能で変更すること

ができます。文字サイズ、フォント、位置はもちろんで

すが、連絡先や行政書士登録番号等、「代理・代行

申請者情報」で入力した項目を表示・印刷することが

できます。 

 

■データが入力されていない場合は、システム起動

時に代理・代行申請者情報の入力画面が表示され

ます。代理・代行申請者情報を入力します。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

■数値の入力ができない場合は［Numlock］キーを押

してください。 

 

■［ENTER］キー、［TAB］キーを押すことで、次の入

力欄に進みます。 

 

■半角／全角入力の切り替えはキーボードの［半角

／全角］ボタンをクリックすることで切り替えることが

できます。 

 

■システム起動後に代理・代行申請者情報を入力、

修正することができます。 

代理・代行申請者情報を表示します。 

 

２．［OK］ボタンをクリ

ックします。 

１．［最新のアップデートファイルが公開されているか定期

的に確認する］にチェックを付けます。 

１．［システムのアッ

プデートの確認の

設定］ボタンをクリ

ックします。 

１．リストをクリックして間隔を選

択します。 

２．[OK]ボタンをクリッ

クします。

４．入力が終了したら、［OK］ボタ

ンをクリックします。 

１．[代理・代行申請者情報]ボタン

をクリックします。 

１．郵便番号を入力します。 

２．該当する住所が自動で入りま

す。続けて番地などを入力しま

す。 

３ ．入力欄にデータを入力しま

す。 



第３章 顧客台帳 

15  

旧バージョンのデータを変換する                         

電子申請支援システムの旧バージョンのデータを変

換して新しいバージョンで使用できるように変換しま

す。（インストール直後に「すでにシステム（Ver.4.2.1

まで）をお使い頂いている方」を選択した場合にも②

以降の画面が表示されます。） 

◆この操作はご利用のパソコンに電子申請支援シス

テム建設業統合版の旧バージョン（Ver4.2.3 以前）の

データが保存されている場合に可能です。 

①メニュー－［ファイル］－［旧システムデータファイ

ルの取込み］をクリックします。 

［新バージョン（Ver.5.0）のデータ管理］画面が表示さ

れますので確認後、［閉じる］ボタンをクリックします。 

②顧客データの取り込みウィザードが起動します。 

 

③データ変換についての注意画面が表示されます。 

 

④取込む顧客を選択します。 

 

 

 

 

 

 

⑤データの取込み及び変換を開始します。 

 

 

⑥取込みが完了します 

 

 

他社システムデータを取込む               

※ここではクリックス社「許認可プロ 建設業」のデー

タ取込みについて解説します。システム総研社「行

政書士ＯＡ」からの読込み方法もほぼ同様です。 

（取込みを行なった後も許認可プロ建設業／行政書

士ＯＡのデータは残ります。） 

①メニュー－［ファイル］－［許認可プロ 建設業デー

タの取込み］をクリックします。（「行政書士ＯＡ」の場

合は、メニュー－［ファイル］－［行政書士ＯＡデータ

の取込み］をクリックします。） 

②許認可プロ建設業データの取込みウィザードが起

動します。 

 

※現在ご利用の許認可プロ建設業のバージョンをご

確認下さい。バージョンによっては読み込むことがで

きません。 

１．［次へ］ボタンを

クリックします。 

１．［完了］ボタンを

クリックします。 

１．［次へ］ボタンを

クリックします。

１．［次へ］ボタンを

クリックします。 

１．［次へ］ボタンを

クリックします。 

２．［次へ］ボタンを

クリックします。 

１．取り込む顧客を

クリックして、チェ

ックを付けます。
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③選択されたデータを確認して次に進みます。 

 

■「許認可プロ 建設業」がインストールされている

パソコンであれば、［選択されたデータファイル］に 

「Programfiles\Apply2\Apply2_be.mdb」と表示されま

す。 

④取り込むデータを選択します。 

 

⑤取り込み方法を選択します。 

 

⑥取り込みを開始します。 

 

⑦データの取り込みが完了します。 

 

 

⑧システムの違いにより、そのままの項目で変換で

きない項目があります。確認メッセージが表示されま

すので、内容を確認します。 

 

 

新規で顧客を追加する               

 

①顧客を追加します。 

顧客が登録されていない場合には、下記画面が表

示されます。 

■下記画面が表示されない場合は、次のページの

④の方法で［顧客の追加］を行います。 

  
 

■顧客を追加する方法は、①顧客を新規登録する、

②クリックス社製のシステムから取り込む、③システ

ム総研社製のシステムから取り込む、④ホックス社

製のシステムから取り込む の４種類があります。 

 

②顧客を追加します。 

 

 
 

 

 

※[連続して追加する]にチェックが付けてあると、連

続して顧客を追加できるようにこの画面を閉じません。

顧客の追加の画面を閉じるには[閉じる]ボタンをクリ

ックします。 

■会社名は、申請者等として印刷されます（後で修

正も可能です）。 

２．［追加］ボタンをクリッ

クします。 

１．入力欄をクリックし、

会社名・フリガナを入

力します。 

「ワイズ工業株式会社」

等、株式会社を略さ

ないで入力します。 

１．［顧客を新規登録す

る］ボタンをクリックしま

す。 

２．［次へ］ボタンを

クリックします。 

２．［次へ］ボタンを

クリックします。 

１．［次へ］ボタンを

クリックします。

１．［OK］ボタンをク

リックします。 

１．［次へ］ボタンを

クリックします。 

１．［完了］ボタンを

クリックします。 

１．取り込み方法を

選択します。 

１．取り込む顧客を

クリックして、チェ

ックを付けます。
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■顧客コードは自動連番で入りますが、直接入力す

ることもできます。[顧客コード変更]ボタンをクリックし

て顧客コードを変更することができます。 

■「株式会社」等を入力した場合は、「フリガナ」から

は自動で消去されます。 

 

■会社名の入力では「株式会社」「有限会社」など略

さないで入力します。 

 

■はじめてご利用になる場合、または顧客のデータ

が全く入力されていない場合には、サンプルデータ

を追加するか確認の画面が表示されます。 

 

サンプルデータは入力済みのデータです。入力見本

としてご利用下さい。 

 

■“csv”ファイルから顧客データを読み込む 

“csv”形式で作成された顧客データファイルを読み

込むことができます。すでに顧客一覧をExcel等で作

成されている場合に使用することができます。 

 

③顧客が追加されたことを確認します。法人格の表

示・非表示を切り替えることができます。 

 
 

④続いて顧客を登録します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆続けて操作 

顧客の会社名を続けて入力し、登録します。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

⑤顧客が新たに追加されたことを確認します。 

 
 

■初めて顧客台帳を開いた場合には、①の画面が

表示されますが、顧客がすでに登録されている場合

は④操作から、顧客登録の作業を行います。 

１．［法人格を隠す］のチェッ

クボックスをクリックしチェ

ックを外すと、「株式会社」

「有限会社」等の法人格

が表示されます。 

１．［顧客の追加］ボタン

をクリックします。 

［連続して追加する］にチ

ェックをつけておくと、画

面を閉じずに続けて登録

ができます。

１．顧客を登録します。 

会社名を入力し、会社ごと

に［追加］ボタンをクリック

します。 

（入力例） 

北海道建設株式会社 

青森土木株式会社 

岩手工務店株式会社 

宮城工業株式会社 

２．入力が終わったら［閉

じる］ボタンをクリックし

ます。 

「顧客コード」「顧客名」等

のタイトルをクリックすると

並べ替えをすることがで

きます。 

ふりがなのボタンをクリッ

クすると、該当する会社

名のみが表示されます。
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登録した顧客を削除する                              

 

①必要のなくなった顧客を削除します。 

 
 

②削除の確認メッセージが表示されます。 

 
 

③再度、確認メッセージが表示されます。 

 
 

■削除した顧客の書類入力データ、その他情報・資

料、メモに登録されていたファイルや情報も削除され

ますので、データを削除される場合は十分にご注意下

さい。 

 

④顧客が削除されます。 

 
 

■顧客コードの変更 

［顧客コードの変更］ボタンをクリックして、顧客コード

を変更することができます。 

 

■顧客の複写 

すでに作成されている顧客を複写して同じデータを２

つ作成します。 

 

■複数の顧客を一括して削除する 

メニュー－［システム管理］－［複数顧客の一括削

除］よりまとめて削除することができます。入力した

全てのデータが削除されますので通常は操作しない 

で下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．［顧客の削除］ボタン

をクリックします。 

１．削除する顧客をクリ

ックします。 

１．［はい］ボタンをクリ

ックします。

１．［はい］ボタンをク

リックします。 
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会社情報を入力する                                         

会社情報を最初に入力しておくと、書類共通のデータとなり、各申請書類を作成する場合にデータ参照による

自動入力ができるようになります。 

また、申請書類の申請者欄に表示されるデータとなります。 

 

会社情報を入力する 
 

①会社情報を表示します。 

 
 

②会社情報を入力します。 

 

（上部） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■職名をマスタで変更する 

［職名リスト編集］ボタンをクリックして、リストに表示される職名を変更することができます。 

 

※画面右上の［キャンセル］ ボタンを押してしまうと、それまでに入力したデータが保存されま

せんので、ご注意ください。 

１．顧客名をクリックします。 

２．［会社情報］ボタンをクリックしま

す。 

最初に「会社情報」「職員名簿」「申

請先・許可業種」「本社・営業所」を

入力しておくと後の作業が効率的

になります。 

１．会社情報を入力します。データを

入力し、 ［ ENTER ］キー又は、

［TAB］キーで次の入力欄に進み

ます。 

３．代表者名を入力すると、フリガナ

は自動で入力されます。 

２．「会社名」欄（多くの書類は右上）

に表示される内容です。法人格は

略さずに「株式会社」と入れます。 

一部申請書では「（株）」に自動変

換されます。 
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（下部） 

 
 

 

 

 

■主たる営業所の所在地市町村コードは［コード選

択］ボタンをクリックして、一覧から選択することもで

きます。 

 
 

■市町村、知事名、整備局長名等が変更になった場合 

システムをアップデートすることで最新のデータとな

ります。 

機能追加や不具合の修正を含めて最新のシステム

をご利用することができます。 

①顧客管理システムで、メニュー－［システム管理］

－［オプション］をクリックします。 

②以下の「最新のアップデートファイルが公開されて

いるか定期的に確認する」にチェックをつけておくと、

定期的にインターネットホームページから最新バー

ジョンをダウンロードすることができます。 

※最新版公開の案内はワイズ公共データシステム

よりメールでも案内しています。 

 

■決算月は月次処理での検索時にも利用されます。 

また決算月を入力しておくと、決算期ファイルを作成

するときに、直前の決算年月日が自動表示されま

す。 

 
（月次処理：顧客の検索画面） 

 

■申請事務担当者の入力は必要に応じて以下のよ

うに行います。 

 
 

 

 

 

 

申請事務担当者は「経営状況分析申請書」、「経営

規模等評価申請書」、「建設業許可申請書」に申請

事務担当者として印刷がされます。提出先により行

政書士事務所等の連絡先を記載しますのでご注意

下さい。 

 

注．市町村コードは変わる

可能性があります。シス

テムのアップデート（P12

～参照）をすることによ

り、最新の市町村リストに

更新されます。 

４．市町村以下から入力します。経営

規模等評価申請書等のカラム内に

表示されます。 

２．登記上の所在地が事実上の所在

地と異なる場合には、［登記上の所

在地の入力］ボタンをクリックして入

力します。 

１．郵便番号入力すると、住所が自動

で入力されます。 

５．決算月日は 12 月 31 日決算の場

合は、「1231」または「12/31」と入力

します。 

１．建設会社の電話番号、FAX 番号

を入力する場合、［代表番号からコ

ピー］ボタンをクリックすることで入

力できます。 

６．入力が終わったら［次ページへ］ボ

タンをクリックします。 

３．コード番号を入力すると都道府県

名市区町村名が表示されます。 
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（２ページ目） 

 

 

 
 

■「所在地２」「その他１「その他２」「その他３」は通

常は使用しません。入力しても印刷に反映されませ

ん。一部都道府県の書式でのみ使用します。 

 
 

 

職員名簿の入力                                           

職員名簿にデータを入力しておくと、各申請書類を

作成する場合にデータ参照による自動入力ができる

ようになります。 

特に［分類］欄で職員を分類しておくと、該当する職

員が各書類で表示されますので、作業がしやすくな

ります。 

※職員名簿の登録は必須ではありません。各申請

書類別の入力画面で直接データを入力することもで

きますが、職員名簿に登録しておくとデータが連動し

入力作業を減らすことができます。 

 

職員を登録する 
 

①職員名簿を表示します。 

 
 

■入力は［表入力］、［単票入力］のどちらからでも行

えます。 

 

■MS-EXCEL 等でデータを作成している場合は、コ

ピー＆貼り付けによりデータを移行することができま

す。 

 

②職員名簿にデータを入力します。 

 

 

 

（左側） 

 
 

 

 

 

 

 

 

「出身学校名」「専攻学部学科」「経験年数」「経歴」「法令

による免許」欄等は一部都道府県でのみ入力が必要で

す。使用しない項目は空欄のままにしておきます。 

１．［職員名簿］ボタンを

クリックします。 

「住所」「生年月日」は「専任技術者証明書」「許可申請者

の略歴書」等で使用します。 

経審のみ使用等の場合は入力が不要です。 

２．入力が完了しましたら、[OK]ボタン

をクリックします。 

１．必要に応じてそれぞれの入力を行

います。 

１．職員名簿を入力します。データを入

力し、［ENTER］キー又は、［TAB］キー

で次の入力欄に進みます。 
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■日付の入力方法 

以下のいずれの方法でも入力することができます。 

「平成 23 年 1 月 1 日」と入力する場合 

・和暦での入力  「230101」 

・西暦での入力  「20110101」 

・スラッシュ “/” での入力 「h23/1/1」 
・ハイフン ”-” での入力 「2011-1-1」 

 

 

（右側） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■資格コード／業種コードの選択 

資格等は［選択］ボタンをクリックすることで一覧画面

が表示されます。一覧より選択することも可能です。 

 

・有資格区分コード選択画面 

 
 

・実務経験担当業種コード選択画面 

 
 

③専任技術者情報を登録します。 

 

 

 

 
 

■ページの切り替え 

 
初期設定では５０人分の名簿となります。 

［職員追加］ボタンをクリックすると職員を増やすこと

ができます。 

 

１．チェックを付けます。 

ここで登録された分類

に従って、各申請書類

作成時にデータが参照

され自動入力が可能と

なります。 

２．コード番号を入力する、又は［選択］ボタン

をクリックすると、資格選択ウィンドウが表

示されます。該当する資格名をクリックし、

［OK］ボタンをクリックすることで、資格が入

力されます。 

３．業種コードも同様に入力します。 

４．専任技術者情報の［登録］ボタンをクリック

します。 

タブをクリックして該当

資格を切り替えること

ができます。 

１．担当する建設工事の種類

に番号を入力します。［ヒント

の表示］ボタンをクリックする

と凡例が表示されます。 

３．保有している資格をダブル

クリックすると有資格区分コ

ードに番号が入力されます。

４．［OK］ボタンをクリックしま

す。 

２．［ヒントを閉じる］ボタンをク

リックします。 
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④単票入力画面での入力から、表入力での入力画

面に切り替えます。 

 
 

⑤職員名簿を閉じます。 

 
 

■ （単票入力）ボタンをクリックするともう

一度単票入力画面を表示できます。 

 

■表入力画面で入力することもできます。表入力の

入力画面では MS-Excel 等で入力したデータをコピ

ー&貼り付けで、転記することができます。 

 

 

■職員名簿をテキスト形式（csv 形式）で出力するこ

とができます。 

メニュー－［ファイル］－［職員名簿をテキスト形式で

保存］をクリックします。 

 

■職員名簿の印刷ができます。 

メニュー－［ファイル］－［職員名簿の印刷］をクリック

します。 

 

■メニュー［並べ替え］では、選択列を「昇順」「降順」

で並べ替えることができます。 

 

⑥職員名簿を保存します。 

 
 

■職員名簿は入力後に保存作業が必要となります。

会社情報は自動保存されるため、保存作業の必要

はありません。 

 

■ （保存）ボタンをクリックすることでも保存を

することができます。 

 

 

１．［閉じる］ボタンをクリック

します。 

職員の切り替えを行うことが

できます。 

５０人以上の場合は［職員追

加］を行います。 

１．［閉じる］ボタンを

クリックします。

１．［はい］ボタンをク

リックします。 
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申請先・許可業種                                            

 

申請先・許可業種を登録する 
 

申請先・許可業種を登録します。ここで入力した内容は会社情報と同じように経審、許可等それぞれの書類に

反映させることができます。 

 
 

①建設業許可についての情報を登録します。 

 

 
■申請先宛名を選択することで、「局長・知事名」は自動入力されます。 

メニュー－［マスタ管理］－［局長・知事名］の内容を変更することで、自動入力される内容を変更することがで

きます。 

システムのアップデートをすると、局長・知事名は最新の情報に更新されます。 

 

■業種が複数ある場合は、「許可を受けた年月日」の入力で、キーボードから［Ctrl］＋［C］でコピーし、［Ctrl］＋

［V］で貼り付けをすると簡単に入力ができます。 

 

 

 

 

 

 

１．［申請先・許可業種］ボタンをクリッ

クします。 

５．［閉じる］ボタンをクリックします。 

３．「般特」に「１」（一般）、「２」（特定）

を入力します。リストから選択するこ

ともできます。 

４．「許可を受けた年月日を入力しま

す。 

（例）平成 18 年 7 月 1 日の場合

「20060701」「180701」 

１．［申請先宛名］を選択します。 

２．許可番号を入力します。 

18 
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本社・営業所（営業所マスタ）                                         

 

バージョン５から予め、本社情報、営業所情報を登

録しておくことができるようになりました。ここで入力

した内容は会社情報と同じように経審、許可等それ

ぞれの書類に反映させることができます。 

 

本社・営業所を登録する 
 

①営業所マスタを表示します。 

 
 

②営業所を登録します。 

 
 

■主たる営業所 

会社情報を入力することで、主たる営業所は自動的

に登録されます。 

 

③営業所情報を入力します。 

 
 

④営業所が登録されます。 

 
 

 決算期（決算報告・経審）を作成する         

 

書類作成等の作業に入る前に、書類を作成する決

算期を作成します。 

経審・財務諸表・工事経歴では決算期毎にファイル

を管理します。経審シミュレーション等では同じ決算

期のファイルを複数作成して残しておくこともできま

す。 

 

①決算期（ファイル）を作成します。 

 
 

 

②決算情報を編集・登録します。 

 
 

③前期以前の決算期を入力します。 

 
 

 

 

 

 

 

１．［処理を行う決算期

の設定］ボタンをクリ

ックします。 

※決算期を登録するま

で、書類作成分類のボ

タンは押すことができま

せん。 

１．「決算期」を入

力します。

２．［前期以前の入力］

ボタンをクリックしま

す。 

２．財務諸表と経審の形

式を選択します。 

決算期が変更になっている場合は、ここで入力した決算

期にあわせて換算計算や換算財務諸表が作成されま

す。 

１．［当期を基準に計

算］ボタンをクリックし

ます。 

３．［OK］ボタンをクリッ

クします。 

１．［本社・営業所］ボタ

ンをクリックします。 

１．［追加］ボタンをクリ

ックします。 

２．［OK］ボタンをクリッ

クします。 

１．［OK］ボタンをクリッ

クします。 

１．営業所情報を入力

します。 
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④元の画面に戻ります。 

 
 

■「コメント・備忘録」には作成したファイルの内容が

わかるように記載しておくと便利です。 

（例） 

平成２３年 経審シミュレーション前 

平成２３年 経審シミュレーション後 

平成２３年 工事経歴書提出用 

 

⑤決算期が作成されます。 

 
 

 

⑥申請分類のボタンがクリックできる状態になりま

す。 

 
 

⑦書類選択画面が表示されます。 

 

データファイルを取り込む             

 

このテキストを使用して研修を行う場合、サンプルデ

ータの読み込みのために「データファイルの取り込

み」機能を使用します。 

 

この操作は別の場所に保存してある「電子申請支援

システム（バージョン５以降のバージョン）」のデータ

を取り込みます。通常は２つのパソコンで使用してい

たデータを合成する場合等に使用します。 

このテキストで使用しているサンプルデータは、「電

子申請支援システム 建設業統合版」ＣＤ（2011/03/ 

01 以降配布分）の中にあります。 

 

■データの取り込みを行っても元の保存先にあった

ファイルは残ります。 

 

■旧システム（バージョン 4.2.1 以前）のシステムで保

存されたデータは、メニュー－［ファイル］－［旧シス

テムデータファイルの取り込み］から取り込みを行い

ます。 

 

■（株）ワイズ「Wisdom」（Wisdom2008 以前のバージ

ョン）からの取り込みを直接は行うことができません。

旧システム（バージョン 4.2.1以前）のシステムに一旦

取り込みを行ってから、旧システムデータファイルの

取り込みにより、取り込みを行います。 

 

①データを読み込みます。 

 
 

②データファイルの取り込みウィザードが起動しま

す。 

 
 

 

 

 

２．［OK］ボタンをクリックし

ます。 

１．「コメント・備忘録」に入

力します。 

（例）「平成 23 年 経審申

請」 

１．作成された決算期をク

リックします。 

２．［OK］ボタンをクリックし

ます。 

作業を行う決算期をダブルク

リックすることでも次の操作

に進むことができます。 

１．書類作成の分類ボタン

をクリックします。 

１．書類作成を行う場合

には、入力を行う書類の

ボタンをクリックします。 

２．元の画面に戻るには、

［分類選択に戻る］ボタン

をクリックします。 

１．メニュー－［ファイル］－［デ

ータファイルの取り込み］をク

リックします。 

１．［次へ］ボタンをクリックしま

す。 
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③データファイルの保存先を選択します。 

 
 

 

 

 

■データファイルの保存先を変更するには、［変更］

ボタンをクリックします。 

 

④取り込みを行うデータファイルが表示されます。 

 
 

■取り込みを行うファイルを選択する場合には、取り

込みを行うファイル名左のチェック欄にチェックをつ

けます。もう一度クリックするとチェックが外れます。 

 

⑤データファイルの取り込みを開始します。 

 
 

⑥データファイルの取り込みが完了します。 

 
 

 

 

 

 

 

⑦顧客が取り込まれます。 

 
 

 
２．［次へ］ボタンをクリック

します。 

１．［次へ］ボタンをクリック

します。 

１．［次へ］ボタンをクリック

します。 

１．［完了］ボタンをクリック

します。 

１．［変更］ボタンをクリッ

クして、CD ドライブを選

択します。 
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第４章．経審・経営状況分析／経審シミュレーション 

経審、経営状況分析に関する書類を作成し、経審結果を算出、経審シミュレーションを実行します。 

また、ここで作成されたデータは、ワイズ公共データシステムへの電子申請に使用することができます。 

※バージョン 5.4 からは平成 23 年 4 月改正経審の評点計算・シミュレーションにも対応しています。「かんたん

入力シミュレーション」はバージョン 4.0 から使用することができます。 

※バージョン 5.3 からは平成 22 年 4 月よりの新財務諸表にも対応しています。 

 

データ入力をする決算期を選択する                               

入力する書類を選択し、データの入力を行います。 

 

データを入力する 
 

①入力を行う会社と決算期を選択します。 

 
 

 

 

②作業を行う決算期を選択します。 

 
 

■ファイル（決算期）をダブルクリックすることでも、選

択ができます。 

■決算毎にファイルを作成されることをお勧めします。

またシミュレーション結果毎に同じ決算期のファイル

を複数残すことも可能です。 

■書類作成の進め方 

書類作成はどの順番からでも自由に進めることがで

きます。どこから進めても後の作業に支障がでること

はありません。 

財務諸表のみ、経審シミュレーションのみ、工事経歴

書のみ使用等、用途に合わせて使用することができ

るようになっています。 

 

・経営状況分析・経審⇒決算変更届の順で作成する

場合 

財務諸表を先に入力し、経営状況分析・経審の入力

に進むと効率的です。 

経審評点計算・シミュレーションのみを行う場合も同

様です。 

 
 

・決算変更届⇒経営状況分析・経審の順で作成する

場合 

決算報告を作成し、経営状況分析・経審の入力に進

みます。 

 
 

① 

② 

① 

② 

③ 

１．決算期をクリックしま

す。 

今回は「50 期（平成 22

年 12月決算）」を選択し

ます。 

２．「OK」ボタンをクリックし

ます。 

１．「ワイズ建設株式会

社」をクリックして選択し

ます。 

３．［処理を行う決算期の

選択］ボタンをクリックし

ます。 

２．「決算報告・経営状況

分析・経審・入札関係」

タブをクリックします。 
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財務諸表を入力する                             

 

このテキストでは経営状況分析、経営事項審査に関

するデータを先に入力する方法を解説します。 

 

入力する書類を選択する 
 

①財務諸表を入力します。 

 
 

②財務諸表の書類選択画面が表示されます。 

 
 

基準決算、前期、前々期等の入力画面の切り替え                     
 

基準決算（今期）、前期、前々期等のデータ入力画

面の表示を切り替えることができます。 

起動時には、基準決算の画面が表示されますが、画

面を切り替えた場合にはご注意下さい。 

 

①書類の選択画面を確認します。 

 
 

■下のボタンをクリックして入力したい決算期を選択

します。 

 
 

■ワイズ公共データシステムへの電子申請を行う場

合には、初回申請時においては、前期、前々期のデ

ータ入力が必要となります。 

 

■前期の財務データで、経審点数計算に必要となる

項目の入力は基準決算の“かんたん入力シミュレ

ーション”画面からだと簡単にできます。（→P50「か
んたん入力シミュレーション」参照） 

 

財務諸表（財務諸表形式からの入力） 
 

財務諸表又は決算書からデータの入力を行います。 

このテキストでは財務諸表形式での貸借対照表入

力について解説します。 

 

■「決算書形式」と「財務諸表形式」 

どちらからでも入力することができます。印刷する場

合、ワイズ公共データシステムへの電子申請を行う

場合ともどちらから入力されてもかまいません。 

「決算書形式」 

決算書の項目、金額から入力を行います。 

入力は全て円単位で、税込→税抜変換も可

能です。 

「財務諸表形式」 

建設業用の財務諸表項目からの入力を行い

ます。 

入力は千円／円の切り替えができます。 

税込→税抜変換はできません。 
 

①貸借対照表を入力します。 

 
 

②［財務諸表形式で入力］ボタンをクリックします。 

 
 

③「財務諸表の入力形式について」ダイアログ画面

が表示された場合は［いいえ］ボタンをクリックしま

す。 

 

２．入力を行う決算期

が選択されているの

を確認します。 

１．［基本設定］ボタンを

クリックして法人・個

人や決算期の設定を

変更できます。 

１．［貸借対照表］ボタンを

クリックします。 

１．［財務諸表形式で入

力］ボタンをクリックしま

す。 

１．［財務諸表］ボタンを

クリックします。 

１．［いいえ］ボタンをクリ

ックします。 
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④貸借対照表にデータを入力します。 

  
 

 

■サンプルデータでは、一部入力済みのデータを使用しています。 

（貸借対照表は流動資産の部のみ入力されていません） 

 

ページ切り替え／入力書類の切り替え        
 

書類選択画面で書類を選択する以外に、以下の方法で書類入力画面を切り替えることができます。 

 

■同じ書類でページを切り替える 

以下のボタンを使用します。 

 
 

■次の書類、前の書類に切り替える 

以下のボタンを使用します。［書類一覧］に表示されている順で書類を切り替えることができます。 

 
 

■書類一覧から書類を選択する 

 
 

 

６．流動資産合計欄で、［ENTER］キー

を押すと、次のページに進みます。

１．［基準決算］が選択されているのを

確認します。 

３．入力単位を切り替えることができま

す。 

４．合計を［自動計算する］［しない］を

切り替えることができます。 

５ ． 各 項 目 に デ ー タ を 入 力 し 、

［ENTER］キーで進みます。 

１．［書類一覧］ボタンをク

リックします。

２．リストが表示されま

す。書類をクリックする

と入力画面が切り替わ

ります。 

２．財務諸表の種類を選択できます。
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入力例 貸借 １ページ目 

 
 

⑤入力が完了しましたら、左上の[閉じる]ボタンをクリックして、貸借対照表の入力画面を閉じます。 

 

 

■その他科目の自動計上（貸借対照表-決算書入

力） 

決算書の「その他」項目（下記項目）に金額を入力し

て、資産総額／負債総額の 1/100 を超える場合は

財務諸表に変換した際に、科目名が自動計上されま

す。 

 

・その他（流動資産） ・その他（流動負債） 

・その他（無形固定資産） ・その他（固定負債） 

・その他（投資等） 

 
（流動資産のその他の例） 

金額が資産総額/負債総額の 1/100 を超える科目を

別科目としない場合は、メニュー－［ツール］－［オプ

ション］から［決算書］タブをクリックし、「100 分の 1 を

超える明細を別途明記する」のチェックを外します。 

 

注

科目名をクリックすることで

変更することができます。変

更した科目名はそのまま印

刷されます。 

■合計表示での注意 

［千円入力］で［自動計算する］にして入力した場合、各合計は自動計算されますが、財務諸表項目は全て千円

以下切り捨てでの表示のため、合計金額が実際のものと異なります。正しい金額を上書き入力してください。 
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■評点計算に必要な前期・前々期データを入

力しないと正しい点数が算出されません。 

 
経審評点を算出する場合は、経審評点計算に必要

な項目については前期・前々期データの入力が必要

です。入力がされていないと正確な評点が算出でき

ません。評点計算に必要となる前期・前々期デー

タの入力は“かんたん入力シミュレーション”画

面から入力すると簡単です。（→P50「かんたん入力
シミュレーション」参照） 

 

“かんたん入力シミュレーション”は経審評点計算に

必要な項目だけを表示します。黄色のセルのみを入

力することで評点の計算ができます。 

 
 

■ワイズ公共データシステムへの初回申請の場合で、

電子申請を行う場合には、前期、前々期の入力画面

に切り替えての３期分の財務諸表データ入力が必要

となります。 

 

■「その他」「売掛金」「買掛金」の入力欄 

「標準書式」以外の財務諸表を使用して印刷する場

合は、「その他」「売掛金」「買掛金」欄に入力したデー

タは印刷時には表示されません。印刷時に表示させ

るようにするには、デザイン機能を使用し、設定を変

更する必要があります。 

「標準書式」では、「その他」の入力欄、「売掛金」「買

掛金」の入力欄に入力したデータも全て表示され印

刷されます。ワイズ公共データシステムへ申請を行う

場合はできるだけ「標準書式」をご利用下さい。 

 

■科目名は変更することができます。 

標準書式での印刷を行う場合は、印刷時にも変更し

た科目名で印刷がされます。 

変更した科目名に対し、印刷時に取り消し線を表示

する場合は、印刷プレビュー画面で、［設定］ボタンを

クリックし、［印刷設定３］より、［科目名を変更した場

合に取り消し線を引いて横に新しい科目名を印刷す

る］にチェックをつけます。 

 

黄色の入力欄は経審評点に影響がある項目となっ

ており科目名の変更ができません。変更しようとする

と以下のメッセージが表示されます。 

 
 

変更が必要な場合はメニュー－［ツール］－［オプシ

ョン］－［全般］から、「財務諸表の点数計算に必要な

科目の科目名を変更可能にする」にチェックを付け

ます。ただし正しい計算ができなくなりますのでご注

意下さい。 

 

財務諸表（決算書からの入力 税込入力→税
抜変換） 
 

決算書からデータの入力を行います。 

このテキストでは決算書形式を使用した、損益計算

書、完成工事原価報告書の入力方法を解説してい

ます。 

 

■決算期が変更になっている場合も換算しない金額

をそのまま入力して下さい。 

 

①損益計算書を入力します。（又は完成工事原価報

告書、兼業事業売上原価報告書でも可） 

 
 

②［決算書形式で入力］ボタンをクリックします。 

 
 

■財務諸表入力画面が開いている場合には、画面

上部の［決算書入力］ボタンをクリックします。 

 

 

 

③「財務諸表の入力形式について」ダイアログ画面

黄色の欄が評点計

算に必要な項目で

す。 

１．［決算書形式で入力］

ボタンをクリックします。

１．［損益計算書］ボタン

をクリックします。 
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が表示された場合は［いいえ］ボタンをクリックしま

す。 

 
 

④税処理方法を設定します。 

 
 

■決算書画面が既に開いている場合には、画面上

部の［税設定］ボタンをクリックします。 

⑤決算書にデータを入力します。 

 
 

■サンプルデータでは一部入力済みのデータを使用

しています。（損益計算書の「売上高・売上原価」の

み入力されていません。） 

 

 

入力例 損益 売上高 売上原価 

 
 

■税処理設定を［税込み決算書⇒税抜き財務諸表を作成］に設定している場合、科目名が青字の項目は決算

書を閉じ財務諸表に変換した際に税抜き計算がされます。

この欄はここでは入力できません。 
完成工事原価報告書、兼業事業売上原価

報告書を入力することで、自動計算されま

す。サンプルデータでは一部データは入力

済みです。 

２．[OK]ボタンをクリックし

ます。 

１．税処理設定をクリック

して選択します。 

１．データを入力します。決

算書入力では円単位で入

力を行いますので、ご注意

ください。 

２．入力ページの切替はこ

の項目をクリックして選択

します。 

１．［いいえ］ボタンをクリ

ックします。 
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入力例 完成工事原価報告書 

（材料費） 

 
 

（労務費） 

 
 

（外注費） 

 
 

（未成工事） 

 
 

 

 

 

 

 

⑥入力が終わったら決算書入力画面を閉じます。 

 
 

⑦下記メッセージが表示されます。 

 

 
 

⑧差額の処理を行います。 

 
 

■初期設定では［差額を自動で振り分ける］設定に 

なっていますが、チェックを外して差額を手動で振り 

分けることもできます。 

 

■販売費一般管理費 

⇒工事（兼業）原価への振分 

販売費一般管理費へ入力した金額を工事（兼業） 

原価の経費として振分を行なうことができます。 

金額又は率によって振分をすることができます。 

 

１．［閉じる］ボタンを

クリックします。 

１．［はい］ボタンをク

リックします。 

１．［OK］ボタンをクリ

ックします。 
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⑨損益計算書が作成されます。税込入力をした場合は税抜きに変換されます。 

確認できましたら、左上の[閉じる]ボタンをクリックして損益計算書の入力画面を閉じます。 

 
 

財務諸表（株主資本等変動計算書） 
 

株主資本等変動計算書は平成 18 年 7 月公表の財務諸表から必要となります。 

 

①株主資本等変動計算書を入力します。[作成する書類の選択]画面より、 

［株主資本等変動計算書］ボタンをクリックします。 

 

②データの入力を行います。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

③入力ができましたら、左上の[閉じる]ボタンをクリックして株主資本等変動計算書の入力画面を閉じます。 

必要に応じて

科目名を変更

します。 

貸借対照表純資産の部で入力した科

目名が連動します。 

■この画面で直接科目変更、金

額入力をすることも可能です。 

■千円単位切捨てのため合計

が合わないことがあります。正し

い金額に上書き入力をします。

■前期末残高は、前期 貸借

対照表 純資産の部（資本の

部）と一致させる必要がありま

す。（年度更新を行なっていれ

ば前期データより自動入力がさ

れます。） 

■当期純利益は損益計算書を

入力していれば自動入力がされ

てきます。 

■決算書で入力した金額が合

計されて表示されます。 
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■画面下部に当期（基準決算）の貸借対照表 純資

産の部の金額が表示されます。当期末残高と、当期

の貸借対照表 純資産の部の金額を一致させる必

要があります。 

 
■入力データの確認 

貸借の一致、完成工事原価の一致など、入力した金

額の整合性を確認します。 

①財務諸表入力画面で をクリックします。 

 

②入力データの確認を行います。［閉じる］ボタンをク

リックすると元に戻ります 

 
 

■結果通知書表示前、書類印刷前、分析電子申請

前にもデータの不整合や不足がある場合にエラーメ

ッセージが表示されます。 

 

開始貸借対照表 
 

会社設立時に経営状況分析を受けられ場合に必要

となります。 

 

①開始貸借対照表を入力します。[作成する書類の

選択]画面より、［開始貸借対照表］ボタンをクリックし

ます。 

 

②開始貸借対照表の形式を選択します。 

 

 

 

 

 

 
 

③現金預金・資本金の金額を入力します。 

 

 

 
 

■[資産の部・負債の部・資本金を入力]を選択され

た場合は、下記の画面で入力を行います。 

 
 

④入力ができましたら、左上の[閉じる]ボタンをクリッ

クして開始貸借対照表の入力画面を閉じます。 

 

書類の印刷                      

財務諸表に関するデータの入力が終わりましたので、

書類の印刷を行います。 

財務諸表を印刷する（標準書式） 
 

財務諸表は、標準書式と各都道府県書式が用意さ

れています。ワイズ公共データシステムへの経営状

況分析申請でご利用になる場合は、できるだけ「財

務諸表（標準書式）」をご利用下さい。 

①財務諸表を印刷します。 

 
（都道府県によって、以下の画面で表示される書類

の一覧は異なります。） 

１．財務諸表入力画

面を開きます。 

２．［プレビュー］ボタ

ンをクリックします。

１．現金出資のみの場

合は、[現金預金と資

本金の 2 科目のみを

入力]ボタンをクリック

します。 

１．現金預金と資本金を

入力します。 
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②プレビューする書式を選択します。 

 
 

 

■入力データに不足や不整合があると以下のような

画面が表示されます。 

・赤いチェックは修正・追加が必要です。 

・黄色いチェックは必要に応じて修正・追加を行ってく

ださい。 

メニュー－［ツール］－［オプション］－［チェック］でチ

ェックを行なう項目を選択・設定することができます。 

 

③財務諸表（標準書式）の印刷設定をします。 

                   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印刷設定１ 

決算期変更の場合、換算処理をしないで印刷するか、12か月分に換算処理して印刷するかの選択（ワイズ

公共データシステムへの分析申請では決算期変更があった場合は、換算処理をして下さい） 

表紙に消費税処理の方法を印刷する（注記表で選択されている方法を参照します） 

表紙に税設定を強制的に印刷する（入力時の設定に関係なく、「消費税込」「消費税抜」「免税業者」を強制

的に印刷します） 

この税処理表示設定で表紙以外の書類の１ページ目にも税設定を印刷する 

注記の消費税に相当する額の処理方法に「免税業者につき税込み」と印刷する 

財務諸表の印刷時に山梨県提出用形式で印刷する（決算書入力されている場合で標準書式のみ可能） 

兼業事業売上原価報告書の印刷方法（代理申請用と代行申請用を選択します） 

印刷設定２ 

表紙を印刷する 

表紙の右上に「経営事項審査用」と印刷する 

表示に顧客の住所を印刷する 

表紙に決算期の数字を印刷する 

ページ番号を印刷する 

印刷方法の選択（現在ページ／全体、現在ページのみ） 

日付の記入箇所の空欄にする 

各科目名と金額の間に点線を印刷する 

個人の様式名に「第十九条の四関係」を印刷する 

注記に記入事項がない場合、「該当なし」を印刷する 

注記表の「一株当たり情報」を自動印刷する（発行株式数を入力します） 

財務諸表印刷では［標準書式］を通常は

選択するようにしてください。 

１．印刷する書式をク

リックします。

２．［OK］ボタンをクリ

ックします。 

１．［OK］ボタンをクリ

ックします。 

財務諸表（標準書式）印刷時に様々

な設定をすることができます。 

決算期が変更になって、12 ヶ月分

に換算が必要な場合は、「12 ヵ月分

に換算処理して印刷」にチェックを

つけます。 
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財務諸表を百万円単位で印刷する 

表紙を福岡県書式で印刷する 

印刷設定３ 

千円単位で印刷する際に、千円未満の金額を「０」と印刷する 

金額がマイナスの時に記号（△）を左端に印刷する 

科目名を変更した場合に取り消し線を引いて横に新しく科目名を印刷する 

完成工事原価報告書の内訳を印刷する（北海道） 

記入箇所（会社名、金額、注記等）を太字で強調表示する 

項目タイトルのフォントをゴシック体で強調表示する 

個人財務諸表の表紙にも決算日の自と至を印刷する 

財務諸表（標準書式）の印刷設定ダイアログを表示する 

 

■財務諸表（標準書式）と各県書式の違い 

 標準書式 各県書式 

「その他」「売

掛金」「買掛

金」に入力し

たデータの印

刷 

○ 

× 

（印刷するには［デザ

イン］機能を使用し、

書式を修正する必要

があります） 

書式の選択 １種類のみ 
各県対応書式 

変更可能 

デザイン機能 × ○ 

 

■ワイズ公共データシステムへの経営状況分析申

請で使用される場合は、できるだけ「標準書式」で印

刷を行ってください。 

 

■標準書式、各県書式ともに、財務項目は建設業法

に定められたものです。 

■標準書式で印刷した財務諸表を各県に提出する

場合、ページ区切りや表紙の有無等が各県で販売さ

れている書式と異なることがあります。標準書式で各

県に提出される場合は、各県の書類提出先に一度

確認されることをお奨めします。 

 

④印刷プレビュー画面が表示されます。 

 
 

 

 

 

 

⑤印刷する書類を選択します。 

 

 

 
 

⑥印刷を行います。 

 
 

⑦印刷プレビュー画面を閉じます。 

 
 

⑧財務諸表の入力画面に戻ります。 

 

２．［拡大］［縮小］ボタンで

拡大率を変更します。 

３．［印刷］ボタンをクリック

します。 

［設定］ボタンをクリックし

て各種印刷設定をする

ことができます。 

１．印刷するプリンタを確

認します。 

２ ．印刷を行う場合は

［OK］ボタンをクリックし

ます。 

１．［閉じる］ボタンをクリッ

クします。 

２．印刷プレビューウィンド

ウが閉じます。 

１．［複数の書類を印刷す

る］にチェックします。 

２．［OK］ボタンをクリックし

ます。 

１．［先頭へ］［前へ］［次

へ］［最後へ］ボタンでペ

ージ表示を切り替えま

す。 
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■財務諸表の該当ページだけを印刷する 

①貸借対照表の場合は貸借対照表のプレビュー画

面を開いた状態で、［印刷］ボタンをクリックします。

以下の画面で印刷書類の選択を行います。 

 
 

 

②印刷するページを指定して印刷を行います。 

 
 
換算報告書の印刷 
 

決算期の変更などがあり、決算期が12ヶ月に満たな

い場合、経営状況分析には、換算報告書の提出が

必要となります。 

※電子申請の場合は必要ありません。 

 

①書類の選択画面で[換算報告書]を選択します。 

 
 

■換算の必要がない場合は下記のメッセージが表

示されます。 

 
 

②換算報告書のプレビューが表示されますので、金

額を確認し、印刷を行います。 

 

③印刷が終わりましたら、左上の[閉じる]ボタンをク

リックして換算報告書のプレビュー画面を閉じます。 

終了とデータの保存                    

①書類作成画面を閉じます。 

 
 

②財務諸表の書類選択画面を終了します。 

 
 

③入力データを保存します。 

 

１．［閉じる］ボタンをクリッ

クします。 

１．［分類選択に戻る］ボタ

ンをクリックします。 

１．［はい］ボタンをクリック

します。 

［保存］ボタンをクリックして

保存をすることができます。

書類選択画面を閉じる際に

も保存確認のメッセージが

表示されます。 

１．「現在表示中の書類の

みを印刷する」にチェッ

クをつけます。 

２．［OK］ボタンをクリックし

ます。 

１．印刷範囲を指定しま

す。 

２．［OK］ボタンをクリックし

ます。 

１．［換算報告書］ボタンを

クリックします。 
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経営状況分析・経審 データを入力する                             

入力する書類を選択し、データの入力を行います。 

 

経営状況分析申請書 
 

①書類作成を行うボタンをクリックします。 

 
 

■「顧客台帳に入力してある基本情報を現在選択さ

れている決算期の書類と連動させる」にチェックがつ

いていないと、データが連動しません。 

②経営状況分析申請書を入力します。 

 
 

■経審計算のみをすぐに行いたい場合は、P51～

「かんたん入力シミュレーション」をご覧ください。 

 

③基本情報からデータが参照されて入力されます。他のデータを入力します。 

 

１．［経営状況分析/経審］ボ

タンをクリックします。 
１．［経営状況分析申請

書］ボタンをクリックしま

す。 

［顧客台帳に入力してある基

本情報を現在選択されてい

る決算期の書類と連動させ

る］にチェックがついているこ

とを確認します。 

２．［処理の区分①］欄に入力しま

す。ダブルクリックで内容が表

示されます。 

３．［当期減価償却実施額］に入

力します。 

（例）「４９４９」と入力します。 

４．［前期減価償却実施額］に入

力します。 

（例）「４８５０」と入力します。 

５．入力が終わったら左上の[閉じ

る]ボタンをクリックします。 

１．申請日を入力します。 

■平成 22 年の４月より、借入金で該当する項目がある場合

は、その金額を記載します。 
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■提出先経営状況分析機関情報変更 

［経営状況分析機関情報変更］ボタンをクリックして、

分析機関を変更することができます。 

 

■黄色の入力欄 

黄色の入力欄は、経審点数計算に関係する項目で

す。経審点数のみ算出する場合には黄色い入力欄

のみの入力で評点が算出されます。 

※実際の申請では全項目の入力が必要となります。 

 

■処理の区分 

［処理の区分］欄でダブルクリックすると、右記ウィン

ドウが表示されます。 

該当する内容をクリックして選択し、［OK］ボタンをク

リックすると選択したコードが入力されます。 

※詳細については「ワイズ公共データシステム 経

営状況分析申請の手引き」をご参照下さい。 

 
 

■「当期（前期）の減価償却実施額はありません」 

ワイズ公共データシステムへ電子申請を行う場合で、

当期（前期）の減価償却実施額が「０」の場合には、

チェックをつけます。（今回はチェックをつけません） 

 
 

 

経営規模等評価申請書 
 

①経営状況分析/経審の書類を選択する画面より、［経営規模等評価申請書］ボタンをクリックします。 

 

②データ連動についてのメッセージが表示されます。 

 
 

③連動するデータについてのメッセージが表示されます。 

 
 

１．［はい］ボタンをクリックします。 

１．［反映する］ボタンをクリックしま

す。

会社情報に入力されたデータを反

映します。通常は［反映する］をクリ

ックします。 
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④経営規模等評価申請書にデータを入力します。 

 

（１ページ目） 

 
 

⑤２ページ目を入力します。 

（２ページ目） 

 
 

１．（データが自動入力されていない場合）

［会社情報参照］ボタンをクリックします。

経営規模等評価等対象建設業を入力して

いないと、工事種類別完成工事高で工種

が表示されません。 

■経営状況分析申請書にデータが入力さ

れていれば経営規模等評価申請書にはデ

ータが自動入力されてきます。 

■申請日は右上の入力欄より入力します。

■黄色の入力欄は経審評点算出に必要

な項目になります。黄色欄だけを入力して

も経審評点は算出されます。評点の計算

は「かんたん入力シミュレーション」を使用

するとさらに簡単に算出することができま

す。 

■［自己資本額］は、「基準決算」「２期平

均」が選択できます。ここで選択した計算

方法によって経審結果が表示されます。

計算方法は結果通知書画面で変更するこ

ともできます。 

２．自己資本額の「直前の審査基準日」に

入力をします。財務諸表に入力されてい

れば自動入力されます。 

３．［利益額を入力する］ボタンをクリックし

ます。 

１．自己資本額の「基準決算」に入力をしま

す。財務諸表に入力されていれば自動入

力されます。 

初期設定では許可を受けている業種が全

て審査対象になります。対象から外す場合

は入力されている「9」を消去します。 
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⑥利益額を入力します。 

 
 

⑦経営状況分析申請書、財務諸表から自動入力し

ます。 

 
 

⑧データが自動入力されます。 

 
 

■上記画面で直接金額を入力することもできます。 

 

■サンプルデータでは一部入力済みのデータを使用

しています。 

 

⑨入力が終わったら左上の[閉じる]ボタンをクリック

します。 

 

■［自己資本額］は貸借対照表 純資産の金額、［営

業利益］は損益計算書、［減価償却実施額］は経営

状況分析申請書からデータ連動します。 

 

 

工事種類別完成工事高 
 

①経営状況分析/経審の書類を選択する画面より、［工事種類別完成工事高］ボタンをクリックします。 

■以下の画面が表示されましたら、[OK]ボタンをクリックします。 

※[次回からこのメッセージを表示しない]にチェックを入れると次回からこのメッセージは表示されません。 

 
■「工事種類別完成工事高 及び 計算表 自動作成用入力」画面が表示されない場合は、画面左上の［完工

高・計算表 自動入力］ボタンをクリックします。 

  
 

 

１．［申請書・財務諸表か

ら金額を参照する］ボタ

ンをクリックします。 

１．［はい］ボタンをクリック

します。 

１．データを入力します 

４．計算式の記入方法を選択しま

す。 

５．［データ更新］ボタンをクリックし

ます。 

２．２年平均・３年平均を選択しま

す。 

３．直前３年の施工金額からデータ

を読み込みます。 

１．［データ更新］ボタンを

クリックします。 

１．内容を確認し、[OK]ボタンをクリ

ックします。 

※次回からこのメッセージを表示さ

せない場合には、チェックを入れま

す。 
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②以下の表を参考にデータを入力します。 

（入力例：直前３年の工事施工金額から自動入力もできます。） 

 基準決算 前期 

 完工高 元請完工高 完工高 元請完工高 

土木一式工事 518,617 505,096 483,791 483,051 

プレストレスト 

コンクリート工事 
0 0 0 0 

建築一式工事 0 0 0 0 

ほ装工事 66,241 52,165 53,137 35,600 

水道施設 0 0 0 0 

その他 0 0 0 0 

 

 

■決算期は自動入力がされてきます。 

決算期変更の変更がある場合も各期の換算しない

金額を入力します。［データ更新］をすると換算後の

金額が工事種類別完成工事高に入力されます。 

 

■２年平均、又は３年平均が選択できます。完工高

を２年平均にすると元請完工高も２年平均になりま

す。完工高を３年平均にすると元請完工高も３年平

均になります。 

 

■計算表への記入について左下のチェック欄より選

択します。 

 

 
 

③データの更新確認メッセージが表示されます。 

 
 

④工事種類別完成工事高の入力画面に切り替わり

ます。 

 

 

 
 

 

 

⑤入力が終わったら、 ボタンをクリックして画面

を閉じます。 

 

■合計は自動計算されます。 

 

■［完成工事高計算表］欄も直接入力ができます。 

決算期が変更されている場合は、［完工高・計算表

自動入力］ボタンをクリックしてデータを入力すること

により計算式が自動作成されます。 

※記載方法については提出先都道府県により異な

ることがあります。 

 

■経営規模等評価申請書の［審査対象建設業］にデ

ータが入力されていないと、工事種類別完成工事高

で完成工事高入力欄が表示されません。 

 

１．この画面で直接入力を行うこと

ができます。 

１．［OK］ボタンをクリックし

ます。 

２．この入力欄は３年

平均にしていない

と表示されません。

３．次のページに進むには、［次の

ページ］ボタンをクリックします。 
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その他の審査項目 
 

①経営状況分析/経審の書類を選択する画面より

［その他審査項目（社会性等）］ボタンをクリックしま

す。 

 

②その他の審査項目にデータを入力します。 

 

 

 
 

 

 

 

 

■営業年数の入力 

「審査基準日」と「初めて許可（登録）を受けた年月

日」とを入力し、［営業年数を計算］ボタンをクリックす

ると、営業年数は自動計算されます。 

 

■研究開発の状況 

「監査の受審状況」で「１（会計監査人の設置）」を選

択した場合のみ、経審評点計算に影響します。 

 

■新経審より追加された項目 

①民事再生法又は会社更生法の適用の有無 

②建設機械の所有及びリース台数 

③国際標準化機構が定めた規格による登録の状況 

 

 

 

２．データの入力が終わったら、画面上部

の[閉じる]ボタンをクリックして画面を閉

じます。 

１．サンプルデータでは入力済みのデータ

を使用しています。 
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技術職員名簿 
 

技術職員名簿では、職員名簿からデータを参照する

ことができます。 

技術者は１人２業種までの制限があります。資格入

力は手動入力もできますが、保有資格を入力してあ

ると簡単に入力できる「２業種自動選択」がおすすめ

です。以下では「２業種自動選択」を含めた手順を解

説します。 

なお、経審点数を算出するためには、［職員数更新］ 

ボタンをクリックするか、予め右側の技術職員

数自動更新にチェックを付けておく必要があります。 

 

①経営状況分析/経審の書類を選択する画面より、

[技術職員名簿]をクリックします。 

 

②職員名簿に登録されている技術職員を技術職員

名簿に登録します。 

 
 

③以下の画面が表示されます。更新を行います。 

 
■日付を設定してから更新を行うと、「職員名簿」で

「退職年月日」を入力し、「退職」にチェックをつけた

技術職員は、設定した日付に退職している場合に読

み込みがされません。 

 

④職員名簿からデータを取り込みまれます。 

監理技術者講習受講者の入力・確認をします。 

 
■すでに監理技術者講習受講の入力をしてい

る場合は、上記画面で［申請する２業種の自

動選択］ボタンをクリックしてください。 

以下⑨からの操作のみで選択ができます。 
 

⑤入力されている資格から監理技術者講習受講を

自動入力します。 

 
 

■この画面で直接資格を入力することもできます。 

 

■チェックは手動でつけることもできます。講習を受

講していない場合にはチェックを外します。 

 

■基幹技能者講習終了者 

基幹技能者講習を修了している技術者がいる場合

には、以下のチェック欄に手動でチェックを付けま

す。 

 
 

⑥以下のメッセージが表示されます。 

 
 

⑦データを更新します。 

 

 

 
 

 

 

１．［はい］ボタンを

クリックします。 

１．［技術職員名簿

を更新する］ボタ

ンをクリックしま

す。 

１．［入力あり］と表示されてい

る欄をダブルクリックします。

１．資格が入力されてい

るのを確認します。 

２．［資格参照］ボタンを

クリックします。 

１．［OK］ボタンをクリッ

クします。

１．該当する監理技術

者講習修了にチェック

がつきます。 

２．[データ更新]ボタン

をクリックします。 

この画面左下の［申請する２業種を選択する］ボタンから

も２業種自動選択できます。 



第４章 経審・経営状況分析／経審シミュレーション 

47  

⑧２業種の選択をします。 

 

 
 

⑨以下のメッセージが表示されます。 

 
 

⑩業種毎の優先順位と目標点を設定します。 

 
 

⑪優先順位を設定します。 

 
■優先順位を高くした業種に、優先して技術者が割

り当てられます。 

 

 

 

⑫以下で確定します。 

 
 

⑬業種毎に目標点数を設定します。 

 
 

 

 

■目標点を入力すると、業種毎のシミュレーション結

果が変更されます。シミュレーション結果を確認しな

がら設定を行ってください。 

 

⑭技術職員名簿に、選択された資格と技術職員数

が自動入力されます。 

 

 
 

 

⑮入力が終わったら左上の[閉じる]ボタンをクリック

して画面を閉じます。 

 

 

目標点数を入力するとシミュレーション結果が

変更されます。 

１．[申請する２業種の

自動選択]ボタンをク

リックします。 

１．順番を移動する業種を

クリックします。 

２．［上に移動］ボタンをク

リックします。 

１．［OK］ボタンをクリックし

ます。 

１．目標点数を設定しま

す。 

２．［OK］ボタンをクリックし

ます。 

自動的に２業種が選択さ

れて入力されます。 

技術職員数自動更新にチェックをしてお

くと資格入力により技術職員数も自動更

新されます。 

１．［優先順位設定］ボ

タンをクリックします。

１．［はい］ボタンをクリ

ックします。 
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■ページが２ページ以上にわたる場合は、

をクリックします。 

ボタンをクリックすること

でページの切り替えができます。 

■行の挿入をするには、挿入したい行をマウスでク

リックし （行挿入）ボタンをクリックして下さい。 

１ページに３０行まで登録できます。行を挿入した場

合、３０行目のデータは次ページに移動します。 

 

 

分析・経審書類一括入力              

 

分析・経審書類一括入力 
 

経営状況分析、経営事項審査申請書類に必要な項

目をだけをまとめて表示します。素早くデータ入力を

行いたい場合等に便利な機能です。通常の書類毎

の入力画面ともデータの連動はします。 

 

①分析・経審書類一括入力画面を開きます。 

 
 

②分析・経審書類一括入力画面にデータを入力しま

す。 

 
 

③入力ができましたら、左上の[一括入力終了]ボタ

ンをクリックして入力画面を閉じます。 

 

 

１．［分析・経審書類一括

入力］ボタンをクリックし

ます。 

１．書類入力画面の切り

替えをします。 

２．データの入力を行いま

す。 
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書類の印刷                                  

 

経営状況分析・経営事項審査申請書類を印
刷する 
 

①書類を選択します。 

 
 

②プレビューする書類を選択します。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

③印刷プレビュー画面が表示されます。 

 
 

④印刷ダイアログが表示されますので、設定を行い

[OK]ボタンをクリックします。 

 

⑤印刷ができましたら左上の[閉じる]ボタンをクリッ

クし、プレビュー画面を閉じます。 

結果通知書の表示                     

経審評点を算出します。経審結果通知書の他に、激

変緩和措置４パターン（旧経審では８パターン）の比

較とグラフが用意され、それぞれ印刷をすることがで

きます。 

今回は経営状況分析、経営規模等申請全てのデー

タを入力しましたが、経営状況分析に関するデータ

だけを入力してＹ点のみの算出も可能です。 

 

結果通知書の表示 
 

①結果通知書を表示します。 

 
 

■入力データに不備、不足がある場合は、ここで確

認メッセージが表示されます。 

 
 

②結果通知書が表示されます。 

 
 

 

 

 

 

１．印刷をする書類の入

力画面を開きます。 

２．［プレビュー］ボタンをク

リックします。 

１．申請の方法（代理申請、代行申請、本

人申請）にチェックを付けます。 

すべての書類を表示する

には、［全て表示］ボタンを

クリックします。 

１．［審査結果表示］ボタン

をクリックします。 

１．［Ｙ］、［X2、Ｗ］ボタンをク

リックして、その他の評点

も表示します。 

３．［OK］ボタンをクリックし

ます。 

２．印刷する書類を選択し

ます。 

１．内容を確認して[印刷]

ボタンをクリックします。
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■経審計算方法の切り替え 

画面上部のプルダウンのリストから経審計算方法を

変更することができます。 

 
 

■［オプション］ボタン－［配色］から結果通知書やグ

ラフの配色を変更することができます。 

 

■完成工事高計算設定について 

［オプション］ボタン－［完成工事高］で詳細設定が可

能です。一部都道府県で処理が異なることがありま

す。 

 
 

■計算に用いる“売上高”の使用方法 

［オプション］ボタン－［計算方法］で売上高の使用方

法が変更できます。一部都道府県で処理が異なるこ

とがあります。 

 

③激変緩和措置比較表を表示します。 

 
 

④結果を選択します。 

 
 

■青く表示されている点数は、業種ごとに最も高い

点数となるパターンを表します。 

■ここで選択した計算方法（赤いチェックがついてい

るのが選択した結果）にしたがって、結果通知書、グ

ラフの表示、書類の印刷が行われます。 

 

グラフ表示                       

２種類のグラフが表示されます。特に弊社独自のウ

ェイト換算グラフを活用することで効果的な経審対策

を行うことができます。 

 

経営状況ウェイト換算グラフ 
 

① ボタンをクリックします。 

 

②ウェイト換算グラフが表示されます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■グラフの考察 

縦軸を見ると、幅があるのは、純支払利息比率（X１）、

総資本売上総利益率（X3）、営業キャッシュフロー

（X7）、利益剰余金（X8）となっています。ただし、営

業キャッシュフロー（X7）、利益剰余金（X8）は絶対額

を採用しているため、規模の小さな会社だと高得点

はとれません。 

逆に幅がないのは、売上高経常利益率（X4）、自己

資本対固定資産比率（X5）です。 

 

現在値から上限値までの長さを参考に、まずどの対

策から始めるのが良いか、優先順位をつけておくと

効率的な対策を行うことができます。 

１．［激変緩和］ボタンをクリッ

クします。 

１．一番左の列をクリック

します。 

 

例えば、上記①と②では、①の方が縦軸の幅があり、点数

への影響度は大きいということになります。現在値から上

限値までの幅が大きいものから対策をとることが重要です

が、②ではすでに上限値を超えているので、これ以上この

項目で点数を上げることはできません。また数値が“0”を

超えているかどうかで対策の仕方が異なります。

①
②

上限値 

現在値 

下限値 

数値が”0”の線 
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■レーダーチャート 

ボタンをクリックすると経営状況レーダーチャ

ートが表示されます。 

 
 

結果通知書・グラフの印刷 
 

① ボタンをクリックします。 

 

② ボタンをクリックします。 

 

③印刷プレビュー画面が表示されます。 

 
 

④結果通知書画面を終了させます。 

 

かんたん入力シミュレーション               

バージョン４．０からの新機能になります。 

経審評点計算に必要な項目だけが表示されるので、

すぐにデータの入力ができます。画面上に常に経審

評点が表示されるので、入力をしながら評点の変化

を見ることができ、シミュレーションを容易に行うこと

ができます。 

 

かんたん入力画面で入力したデータは通常の入力

画面にも反映します。ただし、財務諸表の入力等で

整合が取れなくなる可能性がありますので、かんた

ん入力で修正をおこなった場合は、印刷前に通常の

入力画面で内容の確認を行ってください。 

 

かんたん入力シミュレーションを使用する 
 

①かんたん入力シミュレーション画面を表示します。 

 
 

②経営状況分析の入力画面が表示されます。 

 
 

■入力データを入れ替えると、総合評点、Ｙ点が変

わります。 

 

■画面左側に業種毎の評点Ｐ（総合評点）が表示さ

れます。 

 
 

［印刷］ボタンをクリックして

印刷をすることができます。

１．［閉じる］ボタンをクリック

します。 

１．［閉じる］ボタンをクリック

します。 

１．［かんたん入力シミュレー

ション］ボタンをクリックしま

す。 
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■入力欄が黄色くなっている欄が、評点計算に必要

な項目になります。 

■画面右上のチェック欄で経審計算方法を切り替え

ることが簡単にできます。 

 
 

■財務諸表の数値を入れ替えた場合は、必要に応

じて、対応する項目の金額の入れ替えも行わないと

正しい結果が表示されませんのでご注意ください。 

 

③完成工事高・元請完成工事高の入力画面を表示

します。 

 
 

■操作 

経審計算方法を切り替えて、どの業種で点数が上が

ったり、下がったりするのか確認してみましょう。 

 

④技術職員数の入力画面を表示します。 

 
 

■操作 

経審計算方法を切り替えてどの業種で点数が上が

ったり、下がったりするのか確認してみましょう。 

⑤自己資本額・利益額の入力画面を表示します。 

 
 

⑥その他の審査項目（社会性等）の入力画面を表示

します。 

 
 

⑦[かんたん入力終了]ボタンをクリックして、画面を

閉じます。 

 

⑧保存の確認ダイアログが表示されますので、[は

い]をクリックすると、データが反映され、元の画面に

戻ります。 

１．［完成工事高 元請完

成工事高］ボタンをクリッ

クします。 

１．［技術職員数］ボタンを

クリックします。 

１．［自己資本額 利益額］

ボタンをクリックします。

１．［その他審査項目（社

会性等）］ボタンをクリッ

クします。 
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経常ＪＶシミュレーション                       

近年では、建設業者同士がＪＶ（共同企業体）を組織

して建設工事を受注するケースが増えてきました。

「電子申請支援システム 建設業統合版」では、経常

ＪＶを組んだ場合の評点も計算することが可能です。 

 

経常ＪＶシミュレーションを使用する 
 

①経常ＪＶ画面を表示します。 

 
 

② ボタンをクリックします。 

 

③業者の追加方法を設定します。 

 
■他の会社の点数計算ファイルを読み込む 

電子申請支援システム 建設業統合版に登録されて

いる建設会社の経審データを読み込むことができま

す。 

 

④会社名を入力します。 

 
 

⑤Y評点や自己資本額、平均完成工事高など、必要

事項を入力します。 

 

 

⑥経常 JV 評点が表示されます。 

 
 

⑦入力画面は[閉じる]ボタンをクリックして閉じます。 

 

終了とデータの保存                    

 

① ボタンをクリックし、経営状況

分析・経審の書類選択画面を終了します。 

 

②入力データを保存します。 

 
 

１．［はい］ボタンをクリックし

ます。 

１．［経常ＪＶ］ボタンをクリッ

クします。 

１．［OK］ボタンをクリックしま

す。 

１．会社名を入力し、［OK］ボ

タンをクリックします。 

１．データを入力します。 

２．経常 JV を組む会社にチ

ェックを付けます。 

３．［結果］ボタンをクリックし

ます。 

１．［閉じる］ボタンをクリック

します。 
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第５章．オンライン電子申請 

ワイズ公共データシステム（株）では、これまで通りの紙（用紙）での申請はもちろんのこと、登録経営状況分

析機関として業務を開始した当初から電子申請での受け付けも行ってまいりました。 

 しかし、これまでの電子申請では押印を確認するために営状況分析申請書の郵送が必須であり、「一部電子

申請」という状況でしたが、平成21年4月より、書類の「郵送」を全く必要としない「完全電子申請」が可能となり

ました。 

オンライン電子申請のメリット                                      

オンライン電子申請には、次のようなメリットがございます。 

 

■郵送日数の短縮 
オンライン電子申請なら、地域等の条件に関係なく、一瞬で書類データを送信することができます。 

 

■印刷書類の削減 
オンライン電子申請では、経営状況分析申請書、財務諸表等を印刷いただく必要がありません。 

 

■時間帯を気にせず、いつでも申請可能 
オンライン電子申請なら、夜間、早朝、休日いつでも申請できるため、忙しい業務の中でも、時間を有効的に活

用できます。 

※ご利用の口座によっては、夜間・休日にオンライン振込ができない場合がございます。 

 

■事務所内で申請作業を終了 
オンライン振込（インターネットバンキング、ジャパンネット銀行からの振込）をご利用いただいた場合は、事務

所にいながら申請作業を行うことができるため、時間を有効的に活用できます。 

 

■分析業務の効率化 
電子申請でご申請いただいた場合、ワイズ公共データシステムでも財務諸表等の入力作業が削減されるため、

その分、結果通知書の発行にかかる日数を短縮することができます。 

 

オンライン電子申請に必要なもの                                   

■オンライン電子申請用データ作成ソフト 
平成 21 年 7 月 1 日より、電子申請できるデータ形式が増えた結果、以下の①～③のソフトは必須ではなくなり

ましたが、①～③のソフトで作成したデータで電子申請いただいた場合、ワイズ公共データシステムでの入力

作業が削減され、より効率的な分析業務を行える等のメリットがあります。 

 

① 「電子申請支援システム 建設業統合版」 

 （経営状況分析電子申請システム：他社システムからのデータ取込＆電子申請専用ソフト） 

 代理・代行申請者専用の建設業関連のトータルソフト。1 年間は無償、年間 3 件の分析申請で翌年以降も無

償でご利用いただけます。 

 

② かんたん書類マネージャ 

 経営状況分析、経営事項審査関連の書類作成及び経審シミュレーション機能を搭載。 

 

③ 「Wisdom」シリーズ 

Wisdom2011 経審点数計算システム、（株式会社ワイズ製品） 

 

■電子申請専用 『ID・パスワード』 （無償発行） 又は、『電子証明書』 
オンライン電子申請では、本人認証が重要となります。 

ワイズ公共データシステムでは「ID・パスワード」又は「電子証明書」を利用して本人認証を行っております。 
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■オンライン電子申請利用申込み 

オンライン電子申請のご利用にあたっては事前申込が必要です。 

所定の申込用紙に利用者名等、必要事項をご記入の上ワイズ公共データシステム（株）までご郵送いただきま

す。後日、オンライン電子申請 ID・PW を送付させていただきます。 

なお、電子証明書によるログインをご希望のお客様につきましても事前申込みが必要です。 

 

■インターネット環境 
オンライン電子申請をご利用いただく場合は、インターネット環境が必要となります。 

 

オンライン電子申請可能なデータ形式                             

■ＷＤＴ形式 
「電子申請支援システム 建設業統合版」「かんたん書類マネージャ」「Wisdom シリーズ」で作成いただいたデ

ータ形式。 

■Ｅｘｃｅｌ形式、Ｗｏｒｄ形式 
各都道府県のホームページからダウンロードした様式、お客様が独自に作成された財務諸表様式、（財）建設

業情報管理センターの分析パック等に入力されたデータ。 

■ＰＤＦ形式 
紙ベースで保管いただいている財務諸表をスキャンしたデータ、市販の専用ソフトで作成したデータをＰＤＦ形

式に出力したデータ等。 

■上記以外の形式〔画像データ（ＪＰＥＧ、ＴＩＦＦ形式）、圧縮ファイル（ＺＩＰ、ＬＺＨ、ＣＡＢ形式）など〕 
お客様が独自に作成されたデータでも、上記データ形式に変換いただくことで、電子申請が可能です。 

 

オンライン電子申請に必要な提出書類一覧                             

 

■従来までの電子申請 （H21.4.1 以前） 
書類名 提出方法 

経営状況分析申請書 

郵便局振替払込受付証明書 
必ず郵送。 

■建設業許可の確認書類 

■減価償却の確認書類 

■委任状の写し 

郵送、ＦＡＸ又は、画像データのネット送信。 

財務諸表 システムからネット送信。 

経営状況分析申請書、郵便局振替払込受付証明書については郵送が必須でした。 

■完全電子申請の場合 （H21.7.1 以降） 
書類名 提出方法 

経営状況分析申請書 郵送不要（ネット送信） 

郵便局振替払込受付証明書 
オンライン振込の場合不要。画像データのネット送

信またはＦＡＸ可（郵送も可）。 

■建設業許可の確認書類 

■減価償却の確認書類 

■委任状の写し 

郵送、ＦＡＸ又は、画像データのネット送信。 

財務諸表 ネット送信。 

完全電子申請をご利用いただいた場合、郵送が必須の書類はございません。 
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経営状況分析 オンライン電子申請の手順                          

このテキストでは、「電子申請支援システム 建設業統合版」を利用した場合の電子申請方法について解説し

ています。 

■ 「電子申請支援システム 建設業統合版」を利用した電子申請では、オンライン（インターネット）申請、フロ

ッピーディスクによる申請が可能です。 

■ 決算期が変更されている場合は、電子申請時に自動換算されますので換算前の金額をそのまま入力して

ください。 

■ 1 つのファイルに３期分のデータが入力されている場合、電子申請のファイルにも３期分のデータが保存さ

れます。 

■ ここでは経営状況分析に関わるデータのみが保存／送信されます。（経営規模等評価申請書関連情報は

保存／送信されません。） 

 

オンライン（インターネット）での電子申請 
 

①電子申請用データを作成します。 

 

 
 

 

 

 

②申請データ作成ウィザードが起動します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

③保存先を選択し、保存します。 

 

 

 

 

 
 

オンライン申請の場合は、任意の場所（通常は変更

する必要はありません）に保存をします。フロッピー

ディスク申請の場合は、フロッピーディスクドライブに

保存します。 

 

④データの作成が終了します。 

 
 

 

 

フロッピーディスク申請の場合は上記で操作は終了

です。[完了]ボタンをクリックします。 

オンライン申請を行う前に、ワイズ公共データシステ

ム発行の電子申請用 ID、パスワード、又は行政書士

電子証明書が必要です。 

経営状況分析/

経審の書類選択

画面を表示させ

ます。 

※ここで、入力データにエラーがある場合はエラーメッセ

ージが表示されます。 

１．[分析電子申

請]ボタンをクリ

ックします。 

ワイズ公共データシステムでは、これまで通りの紙（用紙）での申請も受け付けております。 

紙（用紙）の場合は、手書き、他社システム／ワープロで印刷した書類等いずれも受け付けております。 

１．保存された内容

を確認します。 

２．オンライン申請

の場合は、[電子

申請のホームペ

ージを表示して

今すぐ電子申請

を行う]ボタンをク

リックします。

１．[保存先]を確認します。 

※フロッピー申請を選択し、フロッピーディスク

ドライブが装着されている場合は、フロッピ

ーディスクドライブが表示されます。 

２．[保存]ボタンを

クリックします。

１．「オンライン電

子申請用」にチ

ェックを付けま

す。 

２．[次へ]ボタンを

クリックします。
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■以下からの操作は、インターネットに接続されてい

るパソコン上で行います。 

「電子申請支援システム」をご利用されている以外の

パソコンからも申請が可能です。 

 

以下のような画面が表示された場合は、[はい]をクリ

ックします。 

 
 

⑤インターネットホームページが起動します。ログイ

ン方法を選択します。 

 
 

■ID・パスワードによるログイン 
弊社から発行された ID、パスワードを利用して本人

認証を行います。ID、パスワードの発行には申し込

みが必要になります。 

 

■電子証明書によるログイン 
行政書士電子証明書を利用して本人認証を行いま

す。電子証明書を利用して分析申請いただく場合も、

ワイズ公共データシステムへの電子申請の利用申し

込みが必要になります。 

 

⑥（ID・パスワード申請の場合）ID・パスワードを入力

します。 

 
 

 

 

 

 

⑦[電子申請を開始する]ボタンをクリックします。 

 
 

■電子申請の履歴の確認 
これまでの電子申請の履歴を確認できます。 

 

■分析申請の履歴の確認 
過去 1 年間に受付した分析申請を確認できます。電

子申請以外でのご申請も確認できます。 

また、申請中の案件がある場合は、分析の進捗状

況の確認も行えます。 

 

■ポイントの確認 
現在のキャッシュバックポイントを確認できます。 

キャッシュバックの請求用紙などもこちらのページか

ら印刷することができます。 

※キャッシュバックポイントは、フルサービスプランで

ご申請いただいている場合の特典となります。 

 

■メールアドレスの確認・変更依頼 
電子申請の結果をお知らせするメールアドレスの確

認・変更依頼ができます。 

 

■ログインパスワードの変更 
ログイン時のパスワードの変更ができます。 

 

■ログアウト 
電子申請を終了します。 

 

⑧代理・代行申請者情報を確認します。 

 
 

 

２．[ログイン]ボタ

ンをクリックし

ます。 

１．[電子申請を

開始する]ボタ

ンをクリックし

ます。 

１．「代理・代行申

請者情報」に

間違いがない

かご確認いた

だきます。 

２．[次へ]ボタンを

クリックします。

１．「ID・パスワー

ドによるログイ

ン」ボタンをクリ

ックします。

１．「電子申請用

ID」「パスワー

ド」を入力しま

す。 
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■「代理・代行申請者情報」に誤りがあった場合は、

お手数ですが弊社までご連絡ください。 

 

⑨申請者（建設会社）情報の入力・確認をします。 

 
 

 

 

 

■ ソフト（電子申請支援システム、経営状況分析申

請システム）から連続して電子申請を行った場合、

「申請者（建設会社）情報」は自動的に入力され

ます。 

■ ホームページから直接電子申請作業を行った場

合、「申請者（建設会社）情報」は空欄で表示さ

れますので、手入力が必要となります。 

 

⑩本申請または申請データの修正かを選択します。 

 
 

■修正による再送 
申請後に弊社からの依頼で財務諸表の修正を行っ

ていただいた場合等に利用します。 

 

■再審査 
経審の改正などにより、既に結果通知が発行されて

いる会社の再審査時に利用します。 

 

⑪分析料金を選択します。 

 
 

■結果通知書の送付先 
結果通知書の送付先を選択することができます。 

建設会社に直接結果通知書を送付する場合は「建

設会社」にチェックを付けていただきます。 

 

■電子納品ソフトのプレゼント 
「不要」の場合のみ、チェックを付けていただきます。 

※ フルサービスプランでご申請いただいた場合の

サービスです。 

 

⑫分析料金の支払い方法を選択します。 

 
 

■ゆうちょ銀行の払込票 
これまで通りの郵便局の払込票を利用する場合。 

 

■ジャパンネット銀行（JNB） 
ジャパンネット銀行でオンライン振込します。 

※ジャパンネット銀行の口座が必要となります。 

１．「申請者（建設

会社）情報」に

間違いがない

かご確認いた

だきます。 

３．[次へ]ボタンを

クリックします。

２．前回申請の有

無を確認し、該

当する方にチ

ェックを付けま

す。 

１．「分析申請の

申し込み」にチ

ェックをつけま

す。 

２．[次へ]ボタンを

クリックします。

１．希望する料金

サービスにチェ

ックをつけま

す。 

２．[次へ]ボタンを

クリックします。

１．今回は「ゆうち

ょ銀行の払込

票」にチェック

をつけます。 

２．[次へ]ボタンを

クリックします。
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■インターネットバンキング（ペイジー） 
インターネットバンキング（ペイジー）からオンライン

振込します。 

※対応銀行の口座が必要となります。 

 

⑬電子申請支援システムで作成したデータファイル

（WDT ファイル）を添付します。 

 
 

ⅰ）電子申請用データの添付 

 

 
 

 

 

■電子申請用データは特に指定のない場合、「ドキ

ュメント（マイドキュメント）」フォルダの「電子申請支

援システムデータ」フォルダの「分析電子申請デー

タ」フォルダに保存されています。 

 

■電子申請用データのファイル名について 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑭電子申請用データが添付されたことを確認します。 

 
             ・ 

             ・ 

             ・ 

             ・ 

             ・ 

 
 

⑮確認書類の送付方法を選択します。 

 
 

 

ⅰ）確認書類の添付方法 

 
 

１．[参照]ボタンを

クリックします。

都道府県番号 

許可番号 

審査基準日 

会社名 

１．「郵送」「ＦＡＸ送信」「スキャ

ナで読取った画像を添付」

のいずれかを選択します。

※「郵送」「FAX送信」を選んでいる場合は、そのまま[次へ]

ボタンをクリックして作業を進めていただきます。 

２．申請する会社のデータをクリ

ックします。 

３．[開く]ボタンをクリックします。

１．確認書類として画像等の

データを添付する場合は、

[参照]ボタンをクリックしま

す。 

１．電子申請用データの保存さ

れているフォルダを選択しま

す。 

１．電子申請用データファイル

が添付されたことを確認い

ただきます。 

２．確認できましたら１番下へ

スクロールし、[次へ]ボタン

をクリックします。 
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ⅱ）確認書類の添付方法 

 

 

 
 

 

 

ⅲ）確認書類の添付方法 

 
 

■ 書類は、まとめて 1つの PDF ファイルとして添付

することも可能です。その場合は、添付欄のどこ

か 1か所にファイルを添付してください。 

■ サイズ（容量）の大きい PDF ファイルの場合、送

信に時間がかかったり、送信エラーが発生する

恐れがあります。視認性が確保できる範囲で、

サイズ（容量）を小さくしていただくことをお勧めし

ます。 

 

⑯必要に応じて「通信欄」にメッセージを入力します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

⑰これまでの作業で設定した内容を確認し、データ

を送信します。 

 
 

■ [上記の内容で電子申請する]ボタンをクリックす

るまで、データは送信されません。 

 

⑱電子申請が完了します。 

 
 

■オンライン振込を行う場合 
 

分析料金の支払方法の確認で、「ジャパンネット銀

行」又は「インターネットバンキング（ペイジー）を」を

選択した場合は、続けて振込をすることができます。 

 

以下では、インターネットバンキング（ペイジー）の場

合を解説します。 

１．確認データの保存場所を

選択します。 

２．該当するデータファイルを

クリックします。 

１．他の確認書類についても

同様の作業を行い、必要

書類を添付します。 

１．必要に応じて「通信欄」に

弊社宛のメッセージを入力

いただくことができます。

１．ここまでの設

定内容に間違

いがないことを

確認します。 

２．[上記の内容

で電子申請す

る]ボタンをクリ

ックします。 

３．[開く]ボタンをクリックしま

す。 

２．[次へ]ボタンをクリックしま

す。 

このままインターネットの画面は

閉じていただけます。 
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①ペイジーのアイコンをクリックします。 

 
 

②ご利用案内のページが表示されます。 

 
 

③金融機関選択のページが表示されます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④支払い内容確定のページが表示されます。 

 
 

⑤金融機関サイトへ移動します。 

 
 

⑥金融機関のサイトで振込を行います。 

 
 

■ 電子申請が完了すると、メールにて、電子申請

を受け付けた旨の案内が届きます。 

 

１．ペイジーのアイコンをクリッ

クします。 １．[支払する]ボタンをクリック

します。 

１．[移動する]ボタンをクリッ

クします。 

金融機関のページに移動し

ますので、画面の指示に従

い、振込を行ってください。 

１．金融機関を選択します。 

※この例では、三菱東京 UFJ

銀行の場合で解説します。

２．[次へ進む]ボタンをクリック

します。 

１．[同意する]ボタンをクリック

します。 
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■オンライン振込を行った場合の領収書 
 

オンライン振込後、領収書が必要な場合は、以下の

手順で領収書を発行することができます。 

 

①ワイズ公共データシステムのホームページからオ

ンライン電子申請のログインを行います。 

 
 

②「電子申請の履歴の確認・領収書発行」をクリック

します。 

 
 

③分析手数料が支払済みの場合、「領収書」の文字

が表示されます。 

 
 

■支払いが済んでいる場合、以下のように「領収書」

の文字が表示されます。 

 
 

 

 

■支払いが済んでいない場合は、「領収書」の文字

が表示されませんので、ご注意ください。 

 
 

 

④領収書は印刷してご利用いただけます。 

 
 

 

オンライン電子申請のログイ

ンを行い、以下のページを表

示しておきます。 

１．「電子申請の履歴の確認・

領収書発行」の文字をクリ

ックします。 

１．「領収書」の文字をクリック

します。 

１．「領収書」が表示されま

す。 

２．「この画面を印刷する」の

文字をクリックすることで、

領収書が印刷できます。 



第６章 ファイル管理、年度更新 

63  

第６章．ファイル管理、年度更新 

ここでは年度更新、ファイルの管理方法について解説します。 

 

ファイルの管理方法                             

 

年度更新、ファイル管理 

 

① ボタンをクリックしま

す。 

 

②既に前年の書類を作成しているような場合、「年度

更新」してファイルを登録することで、次年度以降の

書類作成業務が効率的に行えます。 

 
 

③年度更新をします。 

 
 

④年度更新のオプションを選択します。 

 
 

⑤年度更新したファイルが登録されています。 

 

■年度更新をした場合には、決算期などのデータが

更新される他、基準決算のデータが前期へ、前期の

データが前々期へと自動更新されます。 

 

■ファイル管理ボタン 

・［複写］ ： ファイルをコピーします。同じものを２つ

作成します。シミュレーションデータを残しておきたい 

場合等に便利です。 

・［決算期削除］ ： 必要のなくなったファイルを削除

します。 

・［旧ファイル取込み］ ： 旧バージョン（Ver4.2.1 以

前）からデータを個別に取り込みます。 

・［設定変更］ ： 決算期やコメントの設定等、作成し

たファイル毎に内容を変更することができます。 

 

■決算情報（経審・工事経歴書）での顧客ファイルの

作成方法 

経審では１つのファイルに５期分（経営状況分析関

連は５期分、経営事項審査関連は３期分）のデータ

が保存されますが、年度毎にファイルを作成して保

存しておくことをお奨めします。 

[複写]や［年度更新］を活用すると作業がしやすくな

ります。コメント欄の入力は任意ですが、「シミュレー

ション」「提出用」などの名前で残しておくことができ

ます。 

 
 

 

建設業許可・変更届関係でのファイル管理方法 

 

■建設業許可・変更届関係でのファイル作成 

建設業許可では作成したファイルを［複写］し、［設定

変更］ボタンから「コメント」を記載するとわかりやすく

なります。 

「更新申請」「業種追加」等のコメントを入れておくこと

をお勧めします。 

 

 

１．「50」期のファイルをクリッ

クして選択します。 

２．［年度更新］ボタンをクリ

ックします。 

１．［はい］ボタンをクリックし

ます。 

２．［OK］ボタンをクリックしま

す。 

１．新しくファイルが登録され

ていることを確認します。

１．［OK］ボタンをクリックしま

す。 
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第７章．決算報告作成 

変更届出書（別紙８）、財務諸表、工事経歴書等の作成を行います。 

 

ここでは、別紙８変更届出書、事業報告書の作成について解説します。その他の書類作成方法については、財

務諸表、工事経歴書、建設業許可の書類作成を参考にして下さい。 

 

データの入力                                 

 

別紙８ 変更届出書 

 

①入力を行う決算期を選択します。 

 
 

 

 

②ファイルを作成（選択）します。 

 
 

■決算期を新規に作成する場合は、「決算期を作成

する（P25～）」を参考に作業いただきます。 

 

■すでに決算期ファイルが作成してある場合は、作

成されている決算期ファイルをクリックして[OK]ボタ

ンをクリックすることで、前回からの継続作業を行え

ます。 

 

■前期データを年度更新し、当期データの入力を行

う場合は[年度更新]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

■「顧客台帳で入力してある基本情報を現在選択さ

れている決算の書類と連動させる」にチェックがつい

ていないと、基本情報や職員名簿で登録した情報を

各書類に反映させることができません。 

 
 

③決算報告の入力画面を開きます。 

 
 

④作成を行う書類のボタンをクリックします。 

 
 

⑤別紙８ 変更届出書にデータを入力します。 

  
 

⑥入力が終了したら画面上部の［閉じる］ボタンをク

リックして閉じます。 

１．「ワイズ建設株式会

社」をクリックして選

択します。 

２．「決算報告・経営状

況分析・経審・入札関

係」タブをクリックしま

す。 

３．［処理を行う決算期

選択］ボタンをクリック

します。 

１．［決算報告］ボタンを

クリックします。 

１．［別紙８ 変更届出

書］ボタンをクリックし

ます。 

［会社情報参照］をクリックして会社

情報の内容を自動入力します。 

２．［OK］ボタンをクリッ

クします。 

１．決算期「50 期」を選

択します。 
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事業報告書 

 

①作成を行う書類のボタンをクリックします 

 
 

②以下のメッセージが表示されます。 

 
 

③事業報告書にデータを入力します。 

  
 

 

④入力が終了したら画面上部の［閉じる］ボタンをク

リックして閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終了とデータの保存                    

 

①決算報告の書類選択画面を終了します。 

 
 

②入力データを保存します。 

 
 

１．［自動作成（簡易書

式）をクリックします。

［変更］ボタンをクリック

して書式を変更すること

ができます。 

文面は自動入力されますが、「本文の内容を

直接入力する」にチェックをつけて、直接入力

をすることもできます。 

１．［分類選択に戻る］

ボタンをクリックしま

す。 

１．［はい］ボタンをクリ

ックします。 

１．［事業報告書］ボタン

をクリックします。 
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第８章．工事経歴書作成 

工事経歴書、直前３年の各事業年度における工事施工金額の書類を作成します。 

データの並び替え、小計・合計の自動計算、７割チェック、配置技術者チェック機能等を活用することで、業務

効率アップにつながります。バージョン５の主な変更点は以下のとおりです。 

・ スクロールなしの画面構成により、業務効率をさらにアップできます 

（画面解像度を 1024×768 ピクセル以上に設定）。 

・ 入力画面に表示期間設定を設け、過去データを蓄積した場合でも必要期間のみ表示できます。 

・ エクセルファイルへのエクスポート機能を搭載し、より詳細な印刷設定後の印刷ができます。 

 

工事経歴データファイルの選択                                

①工事経歴書作成システムを起動します。 

 
 

②決算期を選択します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「顧客台帳で入力してある基本情報を現在選択さ

れている許可ファイルと連動させる」にチェックがつ

いていないと、基本情報や職員名簿で登録した情報

を各書類に反映させることができません。 

 
 

 

 

データの入力                      

工事経歴書には順番に関係なくデータを入力するこ

とができます。入力後に業種別表示や並べ替え機能

により並び順を変更できます。 

 

工事経歴書のデータ入力 

 

①工事経歴書の入力画面を開きます。 

 
 

②「作成する書類の選択」画面より、[工事経歴書]ボ

タンをクリックします。 

 
 

［年度更新］ボタンをクリックすると現在選択中の決算期を

年度更新しデータ登録します。 

［複写］ボタンをクリックすると現在選択中のデータと同じ

内容のファイルを作成します。 

１．「ワイズ建設株式会社」を

クリックして選択します。 

１．「50期（平成22年12月決

算）」を選択します。 

１．［工事経歴・直前３年］ボ

タンをクリックします。 

１．［工事経歴書］ボタンを

クリックします。 

２．［OK］ボタンをクリックしま

す。 

２．［処理を行う決算期選択］

ボタンをクリックします。 
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③工事経歴データを入力します。 

 
 

※このテキストでは、実際に工事経歴データを入力

する代わりに、「電子申請支援システム 建設業統合

版」の CD に同封されている入力済み Excel 工事経

歴データを読み込んで作業を進めます。 

 

Excelで作成された工事経歴データを読み込む 

 

入力済み Excel 工事経歴データ（研修用データ）を読

み込む場合、「電子申請支援システム 建設業統合

版（Ver5.0以降）をパソコンのCDドライブにセットして

ください。 

 

①入力済の Excel からデータを読み込みます。 

 
 

②ウィザードが起動します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

③Excel ファイルを選択します。 

 
※お使いのパソコンのCDドライブを選択し、「研修デ

ータ」フォルダを選択します。 

 

④Excel ファイルを選択します 

 
 

 

⑤設定をして読み込みます。 

 

 

 

 
 

⑥シートと見出し行の設定をします。 

 
 

 

 

実際の業務では、1件ずつ工事経歴を

入力していきます。 

１．［次へ］ボタンをクリック

します。 

１．［選択］ボタンをクリック

します。 

１．［Excel 読込］ボタンをク

リックします。 

１．「工事経歴.xls」ファイ

ルをクリックします。 

１．入力用 Excel の入力列を変更した場合等

は、［独自に作成したファイル～（以下略）］に

チェックをつけます。 

２．［次へ］ボタンをクリック

します。 

１．シート一覧より読み込み

を行うシートを選択しま

す。 

２．見出し行を「１」行目に設

定します。 

３．［次へ］ボタンをクリックし

ます。 

２．［開く］ボタンをクリック

します。 
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⑦取り込み先と、対応する Excel の列名を確認しま

す。必要に応じて変更します。 

 
 

 

 

⑧入力単位を設定します。 

 
 

⑨取り込みを行います。 

 
 

⑩取り込みが終了します。 

 
 

⑪工事経歴書が取込まれていることを確認します。 

 

１．「取込み先項目名」と、

「対応する Excel の列名」

を確認します。必要に応じ

て変更してください。 

２．［次へ］ボタンをクリックし

ます。 

１．［次へ］ボタンをクリックし

ます。 

１．［次へ］ボタンをクリックし

ます。 

１．［完了］ボタンをクリックし

ます。 
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■工事経歴書 入力画面 

 
（表形式入力画面） 

 

 

 

 

 

 

 

■工事経歴書の入力欄について 

項目 入力内容 

番号 
任意の番号を入力します。入力画面内で番号順に並べる場合等に利用します（通

常は行番号を入力してください）。 

業種 

「１」と入力することで「土」（土木一式）と表示されます。 

※リストからの選択もできますが、業種のコード（1～28）を入力することで、素早く

入力できます。 

他 
「その他工事」の行にチェックをつけます。 

（金額の大小にかかわらず最終行に印刷されます） 

注文者 注文者を入力します。改行する場合は「Ctrl」+「Enter」キーを押します。 

区別 元請・下請区分をリストより選択します。 

ＪＶ JV として行った工事の場合にチェックをつけます。 

工事名 

工事名を入力します。改行する場合は「Ctrl」+「Enter」キーを押します。 

候補入力を行う場合は「工事名ビルダ」機能を使います。 

 

都道府県名 都道府県コードを入力します。（例：「20」→「長野県」） 

市区町村 市町村名を入力します。 

配置技術者氏名 
リストより選択します。リストには職員名簿で「技術」として登録した職員が表示さ

れます。職員名簿に未登録の技術者は直接入力します。 

主任技術者 配置技術者が主任技術者の場合にチェックをつけます。 

 

（単票形式入力画面）

１．過去データを表示しない場合、決

算期等の「表示期間」を入力します。

２．入力形式は[表形式][単票形式]の

２種類から選択します。 

※「表示期間設定」する場合[表形式]

入力にします。 

１．１工事１枚の単票にデータを入力し

ます。 
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項目 入力内容 

監理技術者 配置技術者が監理技術者の場合にチェックをつけます。 

請負代金 

請負代金を入力します。金額単位は画面上部の「入力/表示金額」ボタンで設定し

ます。 

 

PC・法面・鋼橋内訳 

請負代金について、 

「土木一式工事」の（うち PC工事） 

「とび・土工・コンクリート工事」の（うち法面処理工事） 

「鋼構造物工事」の（うち鋼橋上部工事） 

に該当する工事分がある場合は入力します。 

着工年月日 
着工年月を入力します（例：「2009」と入力すると、H20/9/01」と自動変換されま

す）。 

完成年月日 
完成年月を入力します（例：「2011」と入力すると、H21/11/01」と自動変換されま

す）。 

未成 請負代金に入力した金額が未成工事分の場合、チェックをつけます。 

印刷 
工事経歴書に印刷する工事についてチェックをつけます。「その他工事」等にまと

めてあり、印刷が不要な工事はチェックをはずします。 

工事進行基準 工事進行基準採用工事について、当該事業年度の完成工事高を入力します。 

工事進行基準 

PC・法面・鋼橋内訳 

工事進行基準採用工事について、当該事業年度の完成工事高のうち、 

「土木一式工事」の（うち PC工事） 

「とび・土工・コンクリート工事」の（うち法面処理工事） 

「鋼構造物工事」の（うち鋼橋上部工事） 

に該当する工事分がある場合は入力します。 

列１～列２０ 

初期状態では表示されません。表示する場合は、[ツール]-[オプション]の「工事経

歴書表示」タブで設定します。都道府県の独自様式の作成等で利用することがで

きます。 

 

■業種別に表示することで、「7 割チェック」機能や

「請負代金合計額」「件数」の修正等が行えます。 

 

 

 

 
 

■「件数、請負代金の合計を自動計算しない」にチェ

ックをつけ、業種別の合計金額を入力後[７割チェッ

ク]ボタンをクリックすると、すでに入力済みの工事経

歴までで何％のデータが入力されているかをチェック

できます。 

 
 

■請負代金合計額/うち元請工事合計額の入力方法 

請負代金合計額、うち元請工事合計額、工事件数は

基本的に入力されたデータから自動計算される仕組

みになっていますが、ツールバーの ボタンをク

リックすることでも独自に修正することができます。 

２．合計金額・件数はこちらに入力し

ます。 

１．[変更]ボタンで合計期間を

変更できます。 

２．チェック結果を確認します。

１．「工事種類」より、表示する工事種

類を選択します。 

３．[7 割チェック]ボタンをクリックする

と、請負代金合計に対し現在何％の

データが入力されているかチェックし

ます。 
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配置技術者の重複チェック 

配置技術者が同じ月で重複していないかをチェック

します。請負金額２，５００万円以上の工事を抽出し

確認します。 

 

①すべての業種を表示します。 

 
 

②[配置チェック]ボタンをクリックします。 

 
 

③チェック期間を設定します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

④専任技術者を配置技術者として登録している場合、

メッセージでお知らせします。 

 
■上記の「専任技術者」とは建設業許可申請におけ

る事務所に常駐すべき専任技術者を指します。 

 

 

⑤配置技術者チェック画面が表示されます。 

 
 

■赤表示は2,500万円以上の工事を含んで重複、青

表示は 2,500 万円以上の工事を含まないで重複して

います。 

■グラフ上の数字は、何行目のデータが重複してい

るかを表示します。 

 

読み込み用 Excel 雛型ファイルの作成 

 

①入力用雛形ファイルを作成します。 

 
 

１．［Excel 雛形］ボタンをク

リックします。 

１．リストから「全て」をクリ

ックし選択します。 

１．[配置チェック]ボタンを

クリックします。 

１．[閉じる]ボタンをクリッ

クしてチェック画面を閉

じます。 
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②ウィザードが起動します。 

 
 

③保存先を指定します。 

 
 

 

 

④雛形ファイルの作成を開始します。 

 
 

⑤ウィザードを終了します。 

 

 
■工事経歴書 EXCEL 雛形（工事経歴入力用ファイ

ル.xls）へのデータ入力の際は、エクセルのシート名、

タイトル行、入力列の変更せずにご利用ください（エ

クセルファイル内にも注意事項及び入力方法が記載

されております）。 

 

⑥工事経歴書の入力画面を閉じます。左上の[閉じ

る]ボタンをクリックします。 

直前３年の各営業年度における工事施工金額 

直接入力することもできますし、工事経歴書のデータ

を参照することができます。 

 

①作成する書類の選択画面より、直前３年の各事業

年度における工事施工金額の入力画面を開きます。 

 
 

②直前３年のデータの入力がないファイルを開いて

きた場合のみ以下の確認が表示されます。 

 
 

③参照金額を設定します。 

 
 

④工事経歴書からデータを参照して表示されます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：工事経歴書の入力で、合計額の７割までしか入

力されていない場合は、その金額しか参照されま

せん。 

全金額を参照するには、工事経歴書で元請（官・

民）、下請別に「その他○○件」工事等として残り

の金額を入力しておく必要があります。 

 「その他○○件」工事の入力をしない場合は、上記

入力画面で直接金額を入力してください。 

１．［次へ］ボタンをクリック

します。 

１．[選択]ボタンから保存

場所を選択します。 

１．［完了］ボタンをクリック

します。 

２．③で指定した場所にエクセルフ

ァイルが作成されます。 

１．［直前３年の工事施工金

額］ボタンをクリックしま

す。 

１．［はい］ボタンをクリックし

ます。 

１．内容を確認します。 

２．確認できましたら、［閉じ

る］ボタンをクリックします。

１．［次へ］ボタンをクリック

します。 

２．［次へ］ボタンをクリック

します。 

１．［税抜き金額を参照する］

ボタンをクリックします。 
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書類の印刷                                  

 

工事経歴書の印刷 

 

①工事経歴書の印刷を行います。工事経歴書の入

力画面を開きます。 

 
 

②印刷する書式を選択します。 

 

 

 

 
 

■「工事名欄_幅広タイプ」書式について 

【H20.4 様式 2 号 工事経歴書（工事名欄_幅広タイ

プ）は、ユーザーの皆様からの要望により作成した

工事経歴書の様式です。 

-特徴- 

・ 注文者、工事名欄の幅を広くし、工事名などが

大きく綺麗に印刷されます。 

・ 様式右上に会社名、決算期間（印刷期間）が印

字されます。 

・ 1 枚辺りに記載できる工事は 11 行に減っていま

す。（通常は 13 行） 

・ 上記以外は、一般的な国土交通省規定様式と

記載内容に違いはありません。 

   

③印刷に関する設定を行います。 

 

 

 

 
 

 

 

 

■印刷期間を設定すると工事の完成年月日が設定

した期間に入る工事のみを印刷します。 

「全ての工事を印刷する」にチェックをつけると期間

に関係なく印刷されます。 

 

■工事実績のない業種は「工事実績ございません」

等の印刷をすることができます。 

 

■［自動集計しないで印刷］ボタンをクリックすると、

設定に関わりなく入力画面で入力したとおり（並び順

等）に印刷がされます。 

 

■［元請７割・全体7割集計の印刷設定］ボタンをクリ

ックすると、７割を超えた 

工事の印刷設定、軽微な工事の印刷設定を行いま

す。 

入力した全工事経歴を並び替えて印刷する場合は

「全体の 7 割を超えた、または軽微な工事の記載数

を超えた工事も全て印刷する」にチェックをつけま

す。 

 
 

１．［プレビュー］ボタンを

クリックします。 

１．［【H20.4】様式 2 号 工

事経歴書］をクリックし

ます。 

２．［OK］ボタンをクリックし

ます。 

１．印刷期間を設定しま

す。 

２．印刷する業種をクリ

ックして選択します。

３．［元請7割・全体7割の

金額順］をクリックし、チ

ェックをつけます。

４．［自動集計印刷プレ

ビュー］をクリックしま

す。 
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■「請負代金合計欄に入力した金額を印刷する」に

チェックをつけておくと、各業種の合計欄に手入力し

た合計を印刷します。チェックを外していると入力し

た各工事の合計を自動計算して印刷します。 

 
 

④印刷プレビュー画面が表示されます。 

 
 

 

 

 

■ページごとに小計欄を手入力する場合は［小計入

力］ボタンをクリックし、「小計の入力」画面で入力し

ます。 

 
 

 

 

 
 

 

 

■さらに高度な並び替えなどが必要な場合などは

［Excel 出力］ボタンをクリックし、プレビュー画面の状

態を Excel ファイルに出力します。 

 

■出力された Excel イメージ 

 
 

直前３年の工事施工金額の印刷 

 

①直前３年の工事施工金額の入力画面を開きます。 

  
 

②プレビューする書類を選択します。 

 
 

③印刷の設定を行ないます。 

 
 

 

 

 

Excel 形式（編集可能）

で出力されます。 

１．［先頭］［前へ］［次へ］［最

後］ボタンでページ表示を

切り替えます。 

２．［拡大］［縮小］ボタンで拡

大率を変更します。 

３．［印刷］ボタンをクリック

し、印刷します。 

２．小計を自動計算しない

場合は、小計の金額を入

力後にこちらにチェックを

付けます。 

１．［小計入力］ボタンをクリ

ックします。 

１．［プレビュー］ボタン

をクリックします。 

１．［OK］ボタンをクリッ

クします。 

１．［印刷プレビュー］ボ

タンをクリックします。

４．印刷が終わったら［閉じ

る］ボタンをクリックしてプ

レビュー画面を終了しま

す。 

３．［OK］ボタンをクリックし

ます。 
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④印刷プレビューが表示されます。 

 
 

終了とデータの保存                    

 

①入力画面を閉じます。 

 
 

②「作成する書類の選択」画面で「分類選択に戻る」

ボタンをクリックします。 

 

③「データ保存」メッセージが表示されます。［はい］

ボタンをクリックします。 

 
 

④顧客台帳に戻ります。 

 
 

 

 

 

 

２．印刷が終わったら［閉

じる］ボタンをクリックし

てプレビュー画面を終

了します。 

１．［閉じる］ボタンをクリッ

クします。 

１．［はい］ボタンをクリック

します。 

１．［印刷］ボタンをクリック

し、印刷します。 
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第９章．建設業許可申請・変更届関係 

 

建設業の新規許可申請、許可更新申請、変更届、各種届書類を作成します。 

 

データの入力                                  

 

データファイルの作成 

申請日、届出日ごとにデータファイルを作成し、デー

タ入力の準備をします。 

 

①処理を行う許可ファイルの設定を行います。 

 
 

 

 

②ファイルを選択（作成）します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■今回は許可関連書類にすでにファイルが作成して

ある場合の作業を説明しますが、ファイルを作成さ

れていない場合は、「許可情報の編集・登録」ダイア

ログが表示され、ファイルの新規作成から行ってい

ただきます。 

 

③顧客台帳より、作業を行う申請業務を選択しま

す。 

 
 

 

■「顧客台帳で入力してある基本情報を現在選択さ

れている許可ファイルと連動させる」にチェックがつい

ていないと、基本情報や職員名簿で登録した情報を

各書類に反映させることができません。 

 

④作成する書類の選択画面より、作成を行う申請業

務を選択します。 

 
 

１．「ワイズ建設株式会社」を

クリックして選択します。 

［複写］ボタンをクリックすると同じ内容のファイルが作成

されます。 

データ削除は、[許可情報削除]ボタン、旧形式のデータ

取込は[旧ファイル取込]ボタン、ファイル情報の変更は

[設定変更]ボタンにより変更します。 

２．「許可申請・変更届 関

係」タブをクリックし、［処理

を行う許可ファイルの設

定］ボタンをクリックしま

す。 

１．許可決算期ファイルを選

択します。 

申請区分によらず、複数業務を行う場合は

［上記以外の場合］をクリックします。  

届出書、廃業届、変更届

出書（様式 22 の 2）はこち

らで入力します。  

都道府県独自の提

出書類を作成する場

合は[都道府県特殊

入力]ボタンをクリック

します。 

委任状や証紙貼付

用紙などデータ入力

が不要な書類は[上

記にない書類の印

刷]より印刷できま

す。 

２．[OK]をクリックします。 
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入力画面について 

 

データ入力のすべての画面にあるボタンの機能は以

下のとおりです。 

 
 

 
 

[閉じる] ：「作成する書類の選択」画面に戻ります。 

[上書保存] ：入力データを保存します。 

[印刷] ：申請・届出書類を印刷します。 

[プレビュー] ：画面に印刷プレビューを表示します。 

[前の書類] ：前の書類入力画面に戻ります。 

[次の書類] ：次の書類入力画面に戻ります。 

[書類一覧] ：入力できる書類の一覧表を表示します。 

書類名をクリックすると書類の入力画面

に移動します。 

   
 

 

 

 

 

 

 

建設業許可申請書 

 

①「作成する書類の選択」画面より［建設業許可申請

書］をクリックします。（入力されたデータが会社情報

と違う場合、[入力内容更新]ダイアログが表示されま

す。後で更新することができますので、今回は「いい

え」を選択します。） 

 

②建設業許可申請書にデータを入力します。 

 
 

 
③入力が終了したら画面左上の［閉じる］ボタンをク

リックして閉じます。 

 

別紙一 役員の一覧表 

 

①「作成する書類の選択」画面より［別紙一 役員の

一覧表］をクリックします。 

 

②別紙一 役員の一覧表にデータを入力します。 

 
 

③入力が終了したら画面左上の［閉じる］ボタンをク

リックして閉じます。 

 

■行数設定 

１ページあたりの行数を変更したい場合に設定しま

す。ここで変更しても印刷される様式は変更されませ

ん。印刷される様式の行数を変更したい場合は、デ

ザイン画面での設定が必要になります。 

※その他の書類でも［行数設定］に関する操作は同

様です。 

※許可入力画面より書類一覧を表示し、経審関

連の入力画面を表示する場合、入力データは直

前に利用したデータファイルに保存されます。

入力・印刷したい書類名

をクリックすると、入力画

面が表示されます。 

３．確認画面が表示されますので、[OK]ボタンをクリッ

クすると、職員名簿で［役員］として登録されている職

員のデータが自動入力されます。 

１．１行目一番左のセ

ルをクリックします。 

２．［職員名簿参照］ボタ

ンをクリックします。 

１．［会社情報参照］ボ

タンをクリックします。

申請者欄の会社名の修

正などは、「申請者情報

入力」画面で行うことが

できます。 



第９章 建設業許可申請・変更届関係 

78 

別紙二（１） 営業所一覧表（新規許可等） 

 

①「作成する書類の選択」画面より［別紙二（１） 営

業所一覧表（新規許可等）］をクリックします。 

 

②別紙二（１） 営業所一覧表（新規許可等）にデー

タを入力します。 

 
 

③営業所マスタに登録されている全ての営業所が参

照されます。 

 
 

④入力が終了したら画面上部の［閉じる］ボタンをク

リックして閉じます。 

■ページの追加 

役員数、営業所数が１ページでは足りない場合は、

ページの追加をします。 

画面上部の ボタンで追加するか、メニュ

ー－［挿入］－［ページの追加］で追加ができます。 

※その他の書類でも［ページの追加］に関する操作は

同様です。 

 

■従たる営業所の『該当なし』を表示する 

従たる営業所がない場合で、書類に「該当なし」と印

刷する場合にチェックをつけます。 

別紙二（２） 営業所一覧表（更新） 

 

①「作成する書類の選択」画面より［別紙二（２） 営

業所一覧表（更新）］をクリックします。 

 

②別紙二（２） 営業所一覧表（更新）にデータを入力

します。 

 
 

③業種選択画面が表示されます。 

 
 

 

 

 

④入力が終了したら画面上部の［閉じる］ボタンをク

リックして閉じます。 

 

使用人数 

 

①「作成する書類の選択」画面より[使用人数］ボタン

をクリックします。 

 

②使用人数にデータを入力します。必要に応じて画

面上部の[ページ挿入][ページ追加]ボタンで２ページ

目以降を追加します。 

 
③入力が終了したら画面上部の［閉じる］ボタンをク
リックして閉じます。 

１．［営業所マスタに登録してあ

る全ての営業所を参照する］

ボタンをクリックします。 

入力後に営業所の記載順を切

り替えることができます。 

１．［営業所マスタに登録してあ

る全ての営業所を参照する］

ボタンをクリックします。 

１．「業種の区切り記号」を

選択します。 

２．［括弧をつける］のチェック

は外した状態にし、［OK］ボタ

ンをクリックします。 

［表下合計］ボタンをクリックす

ると、合計人数が表示されま

す。 

事前に営業所名簿を登

録しておくと、［営業所

参照］ボタンをクリックし

たときに、登録された

営業所が自動入力され

ます。 

２．確認ダイアログが表示され

ますので、[はい]をクリックし

ます。 

２．[はい]をクリックします。 
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誓約書 

 

①「作成する書類の選択」画面より［誓約書］ボタンを

クリックします。 

 

②誓約書にデータを入力します。 

 
 

③入力が終了したら画面上部の［閉じる］ボタンをク
リックして閉じます。 

 

経営業務の管理責任者証明書 

 

①「作成する書類の選択」画面より［経営業務の管理

責任者証明書］ボタンをクリックします。（データが入

力されていない場合は、「会社情報参照」ダイアログ

が表示されます。後で参照することもできますので、

今回は[いいえ]を選択します。） 

 

②経営業務の管理責任者証明書にデータを入力し

ます。必要に応じて画面上部の[ページ挿入][ページ

追加]ボタンで２ページ目以降を追加します。 

 

 

 
 

 

③入力が終了したら画面上部の［閉じる］ボタンをク

リックして閉じます。 

専任技術者証明書（新規・変更） 

 

①「作成する書類の選択」画面より［専任技術者証明

書］をクリックします。（データが入力されていない場

合は、「会社情報参照」ダイアログが表示されます。

後で参照することもできますので、今回は[いいえ]を

選択します。） 

 

②専任技術者証明書にデータを入力します。必要に

応じて画面上部の[ページ挿入][ページ追加]ボタン

で２ページ目以降を追加します。 

入力が終了したら画面上部の［閉じる］ボタンをクリッ

クして閉じます。 

 

 

 
 

専任技術者証明書（更新） 

 

①「作成する書類の選択」画面より［専任技術者証明

書（更新）］をクリックします。 

 

②専任技術者証明書（更新）にデータを入力します。

必要に応じて画面上部の[ページ挿入][ページ追加]

ボタンで２ページ目以降を追加します。 

入力が終了したら画面上部の［閉じる］ボタンをクリッ

クして閉じます。 

 

［業種選択］ボタンをクリックして、業種を

選択することができます。 

職員名簿で［経営］として登録された職員のリストが表示

され、リストから名前を選択することで、内容を自動入力

することができます。 

［会社情報参照］ボタン

をクリックして、基本情

報の内容を自動入力で

きます。 

職員名簿で［専任］として登録

された職員のリストが表示さ

れ、リストから名前を選択する

ことで、内容を自動入力するこ

とができます。 

［職員名簿参照］ボタンをクリッ

クすると、職員名簿で［専任］と

して登録された職員が自動入

力されます。 

［会社情報参照］ボタンを

クリックして、参照したい

箇所ごとに基本情報の内

容を自動入力することが

できます。 
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実務経験証明書 

 

①「作成する書類の選択」画面より［実務経験証明

書］をクリックします。（データが入力されていない場

合は、「会社情報参照」ダイアログが表示されます。

後で参照することもできますので、今回は[いいえ]を

選択します。） 

 

②実務経験証明書にデータを入力します。必要に応

じて画面上部の[ページ挿入][ページ追加]ボタンで２

ページ目以降を追加します。 

入力が終了したら画面上部の［閉じる］ボタンをクリッ

クして閉じます。 

 

 

 
 

 

 

 

指導監督的実務経験証明書 

 

①「作成する書類の選択」画面より［指導監督的実務

経験証明］をクリックします。（データが入力されてい

ない場合は、「会社情報参照」ダイアログが表示され

ます。後で参照することもできますので、今回は[い

いえ]を選択します。） 

 

②指導監督的実務経験証明にデータを入力します。

必要に応じて画面上部の[ページ挿入][ページ追加]

ボタンで２ページ目以降を追加します。 

 

 

 

  
 

 

 

③入力が終了したら画面上部の［閉じる］ボタンをク

リックして閉じます。 

 

令第３条に規定する使用人の一覧表 

 

①「作成する書類の選択」画面より［令第３条に規定

する使用人の一覧表］をクリックします。 

 

②令第３条に規定する使用人の一覧表にデータを入

力します。必要に応じて画面上部の[ページ挿入][ペ

ージ追加]ボタンで２ページ目以降を追加します。 

 
 

 

 

 

③入力が終了したら画面上部の［閉じる］ボタンをク

リックして閉じます。 

 

業種はリストより選択できます。 

［会社情報参照］ボタンをクリックして、基

本情報の内容を自動入力できます。 

技術者の氏名欄には職員名簿で「技術」として登録された職

員リストが表示され、リストから名前を選択することで内容を

自動入力することができます。 

技術者の氏名欄には職員名簿で「技術」として登録された職

員リストが表示され、リストから名前を選択することで内容を

自動入力することができます。 

業種はリストより選択で

きます。 

氏名欄には職員名簿で[令３条]

と登録された職員のリストが表示

され、リストから名前を選択する

ことで自動入力することができま

す。 

［会社情報参照］ボタンをクリックして、基

本情報の内容を自動入力できます。 
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国家資格者等・監理技術者一覧表 

 

①「作成する書類の選択」画面より［国家資格者等・

監理技術者一覧表］をクリックします。（データが入力

されていない場合は、「会社情報参照」ダイアログが

表示されます。後で参照することもできますので、今

回は[いいえ]を選択します。） 

 

②国家資格者等・監理技術者一覧表にデータを入

力します。必要に応じて画面上部の[ページ挿入][ペ

ージ追加]ボタンで２ページ目以降を追加します。 

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③入力が終了したら画面上部の［閉じる］ボタンをク

リックして閉じます。 

許可申請者の略歴書 

 

①「作成する書類の選択」画面より［許可申請者の略

歴書］をクリックします。 

 

②許可申請者の略歴書にデータを入力します。必要

に応じて画面上部の[ページ挿入][ページ追加]ボタ

ンで２ページ目以降を追加します。 

 
 

 

 

③入力が終了したら画面上部の［閉じる］ボタンをク

リックして閉じます。 

 

令第３条に規定する使用人の略歴書 

 

①「作成する書類の選択」画面より［令第３条に規定

する使用人の略歴書］をクリックします。 

 

②令第３条に規定する使用人の略歴書にデータを入

力します。必要に応じて画面上部の[ページ挿入][ペ

ージ追加]ボタンで２ページ目以降を追加します。 

 
 

 

③入力が終了したら画面上部の［閉じる］ボタンをク

リックして閉じます。 

［基本情報参照］ボタンをクリックして、基

本情報の内容を自動入力できます。 

職員名簿で［国家・監理］と

して登録された職員のリスト

が表示され、リストから名前

を選択することで内容を自

動入力することができます。

［有資格区分］欄をダブルク

リックすると、資格選択画面

が表示されます。資格を選

択して［OK］すると該当する

番号が入力されます。 

氏名欄には、職員名簿で登録された職員の

リストが表示され、リストから名前を選択する

ことで内容を自動入力することができます。 

氏名欄には職員名簿で[令３条]と登録された

職員のリストが表示され、リストから名前を選

択することで内容を自動入力することができ

ます。 

ここにチェックを入れると職

員名簿で「国家・監理」として

登録されていない技術者も

氏名のリストに表示されるよ

うになります。 
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株主（出資者）調書 

 

①「作成する書類の選択」画面より［株主（出資者）調

書］をクリックします。 

 

②株主（出資者）調書にデータを入力します。必要に

応じて画面上部の[ページ挿入][ページ追加]ボタン

で２ページ目以降を追加します。 

 
 

 

 

③入力が終了したら画面上部の［閉じる］ボタンをク

リックして閉じます。 

 

営業の沿革 

 

①「作成する書類の選択」画面より［営業の沿革］を

クリックします。 

 

②営業の沿革にデータを入力します。必要に応じて

画面上部の[ページ挿入][ページ追加]ボタンで２ペ

ージ目以降を追加します。 

 
 

 

 

 

 

■  

 
 
③入力が終了したら画面上部の［閉じる］ボタンをク

リックして閉じます。 

所属建設業者団体 

 

①「作成する書類の選択」画面より［所属建設業者団

体］をクリックします。 

 

②所属建設業者団体にデータを入力します。必要に

応じて画面上部の[ページ挿入][ページ追加]ボタン

で２ページ目以降を追加します。 

 
③入力が終了したら画面上部の［閉じる］ボタンをク

リックして閉じます。 

 

主要取引金融機関名 

 

①「作成する書類の選択」画面より［主要取引金融機

関名］をクリックします。 

 

②主要取引金融機関名にデータを入力します。必要

に応じて画面上部の[ページ挿入][ページ追加]ボタ

ンで２ページ目以降を追加します。 

 
③入力が終了したら画面上部の［閉じる］ボタンをク

リックして閉じます。 

 

登記されていないことの証明書 

 

①「作成する書類の選択」画面より［登記されていな

いことの証明書］をクリックします。 

 

②登記されていないことの証明書にデータを入力し

ます。 

 
 

 

［建設業の最初の登録及び

許可］欄は、一部都道府県

のみで必要な項目です。通

常は入力しません。 

１．［職員名簿から参照す

る］ボタンをクリックしま

す。 

[職員名簿参照]ボタン

をクリックすると職員名

簿で[株主]として登録

された職員が自動入

力されます。 
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③記載する職員を選択します。 

 
 

④証明を受ける方との関係を確認するダイアログが

表示されますので今回は[はい]をクリックします。 

 

⑤必要に応じて画面上部の[ページ挿入][ページ追

加]ボタンで２ページ目以降を追加します。 

 

⑥入力が終了したら画面上部の［閉じる］ボタンをク

リックして閉じます。 

 

変更届出書（様式 22 の 2 第一面） 

 

①顧客台帳より[変更届・各種届]ボタンをクリックし

ます。 

 
 

②「作成する書類の選択」画面より［変更届出書 第

一面］ボタンをクリックします。（データが入力されて

いない場合は、「会社情報参照」ダイアログが表示さ

れます。後で参照することもできますので、今回は

[いいえ]を選択します。） 

 

③変更届出書 第一面にデータを入力します。必要

に応じて画面上部の[ページ挿入][ページ追加]ボタ

ンで２ページ目以降を追加します。 

入力が終了したら画面上部の［閉じる］ボタンをクリッ

クして閉じます。 

 

 

 

 
 

④変更する内容を変更します。 

 

 
 

⑤役員の変更をします。 

 

 
 

⑥[データの連動]ダイアログが表示されますので、

[はい]をクリックします。 

 

■ここで変更した内容は、職員名簿や基本情報にも

反映されます。 

１．［変更内容を追加］ボタン

をクリックします。 

１．［変更届・各種届］ボタン

をクリックします。 

１．［変更届出書 第一面］ボ

タンをクリックします。 

［会社情報参照］ボタンをクリックして、基

本情報の内容を自動入力できます。 

１．［役員］ボタンをクリックし

ます。 

１．リストより、「ワイズ次郎」

をクリックして選択します。

１．参照したい職員を選択

し、［この職員を選択］ボタ

ンをクリックします。 

２．［追加］ボタンをクリックし

ます。 
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変更届出書（様式 22 の 2 第二面） 

 

①「作成する書類の選択」画面より［変更届出書 第

二面］をクリックします。 

 

②変更届出書 第二面にデータを入力します。必要

に応じて画面上部の[ページ挿入][ページ追加]ボタ

ンで２ページ目以降を追加します。 

 
③入力が終了したら画面上部の［閉じる］ボタンをク

リックして閉じます。 

 

届出書 

 

①「作成する書類の選択」画面より［届出書］をクリッ

クします。（データが入力されていない場合は、「会社

情報参照」ダイアログが表示されます。後で参照す

ることもできますので、今回は[いいえ]を選択しま

す。） 

 

②届出書にデータを入力します。必要に応じて画面

上部の[ページ挿入][ページ追加]ボタンで２ページ目

以降を追加します。 

 
 

③入力が終了したら画面上部の［閉じる］ボタンをク

リックして閉じます。 

 

廃業届 

 

①「作成する書類の選択」画面より［廃業届］をクリッ

クします。 

 

②廃業届にデータを入力します。 

 
 

③入力が終了したら画面上部の［閉じる］ボタンをク

リックして閉じます。 

氏名欄には、職員名簿で［専任］として

登録された職員のリストが表示され、リ

ストから名前を選択することで内容を自

動入力することができます。 

［建設工事の種類］欄でダブ

ルクリックして、業種を選択

することができます。 

［会社情報参照］ボタン

をクリックして、基本情

報の内容を自動入力で

きます。

［会社情報参照］ボタンをク

リックして、基本情報の内容

を自動入力できます。 
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書類の印刷                                  

 

「印刷プレビュー」画面で確認後に印刷する 

 

① 入力画面より[プレビュー]ボタンをクリックしま

す。 

 
 

②「プレビューする書類の選択」画面より、印刷した

い書類を選択し、［OK］ボタンをクリックします。 

 
 

③「印刷プレビュー」画面を確認後、[印刷]ボタンをク

リックして印刷します。 

 
 

複数の書類を一度に印刷する 
 

①入力画面より[印刷]ボタンをクリックします。 

 

 
 

②「印刷書類の選択」画面より、印刷したい書類を選

択し、[OK]ボタンをクリックし印刷します。 

「印刷する書類」で［代理申請］［代行申請］［本人申

請］の種類を選択することができます。 

 

 

 

 
 

終了とデータの保存                    

①入力画面より[閉じる]ボタンをクリックして「作成す

る書類の選択」画面に戻ります。 

 
 

②「分類選択にもどる」ボタンをクリックします。 

 
 

 

１．印刷したい書類をクリ

ックします。 

２．[OK]ボタンをクリックし

ます。 

１．[プレビュー]ボタンをク

リックします。 

１．書類の内容を画面で

確認後、[印刷]ボタンを

クリックして印刷しま

す。 

１．[印刷]ボタンをクリック

します。 

２．印刷したい書類にチェ

ックを付けます。 

３．[OK]ボタンをクリックし

て印刷します。 

１．[複数の書類を一度に印刷する（ページ指

定はできません）]欄にチェックを付けます。

１．［閉じる］ボタンをク

リックします。 

１．［分類選択に戻る］

ボタンをクリックしま

す。 

２．[閉じる]ボタンをクリッ

クして、プレビューを閉

じます。 



第９章 建設業許可申請・変更届関係 

86 

③「データ保存」メッセージが表示されます。 

 
 

④顧客台帳に戻ります。 

 
 

 

業務の終了                                

 

①業務を終了して、全てのシステムを終了します。 

 
 

 

 

 
 

 

 １．［はい］ボタンをクリ

ックします。 

１．［終了］ボタンをクリ

ックします。 
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第１０章．その他の機能 

「電子申請支援システム 建設業統合版」では、使用にあたり便利な機能を搭載しています。ここでは一部機能

の紹介をします。 

データの保存場所の変更                                   

初期設定では、顧客データはドキュメントフォルダに

「電子申請支援システムデータ」フォルダが作成され、

保存されています。保存先は変更することができま

す。 

特に複数台のパソコンでデータを共有してご利用にな

る場合等に使用します。 

①メンテナンスメニューを表示します。 

 
 

 

②［データの場所］ボタンをクリックします。 

 
③「電子申請支援システムデータの場所」画面で新

しいデータの場所を設定します。 

 

 
 

 

 

■新しい場所にデータが存在しない場合は、新しい

場所に現在の場所からデータをコピーするか確認ダ

イアログが表示されますので、必要に応じてコピーし

てください。 

データのバックアップ                

メンテナンスメニューで[全顧客データのバックアップ]

ボタンを選択すると、バックアップ機能が表示されま

す。データを一括してバックアップすることができま

す。 

 

①メンテナンスメニューを表示します。 

 
 

 

②［全顧客データのバックアップ］ボタンをクリックしま

す。 

 
 

③バックアップ先を指定し、バックアップを行います。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

１．[全顧客データのバックアッ

プ]ボタンをクリックします。

１．[データの場所]ボタンを

クリックします。 

２．[場所を変更して閉じる]ボタン

をクリックします。 

１．顧客台帳画面で[メンテナンスメニュー]

ボタンをクリックします。 

１．[場所の選択]ボタンをクリック

し、新しいデータの場所を選択し

ます。 

１．顧客台帳画面で[メンテナンスメニュー]

ボタンをクリックします。 

２．[バックアップ]ボタンをクリックし

てバックアップを実行します。 

１．[バックアップ先の選択]ボ

タンをクリックし、バックアッ

プ先を指定します。 
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使用期限の更新                              

「電子申請支援システム 建設業統合版」はインスト

ール後、１年間は継続してご使用いただくことができ

ます。 

１年経過後は年間３件の経営状況分析をワイズ公

共データシステムにいただくことで翌年も継続してご

利用いただくことができます。年間３年に満たない場

合でも有償にて継続することができます。 

①使用期限の１ヶ月前から、「電子申請支援システ

ム 建設業統合版」起動時に以下のメッセージが表

示されます。 

■年間３件以上の経営状況分析申請をいただいて

いる場合で、インターネット接続されている場合は自

動更新が可能です。 

 

②以下の画面に必要事項を入力します。 

 

 

 

■使用期限が過ぎている場合、インターネット接続さ

れていない場合、年間３件以上の経営状況分析申

請をされていない場合（有償）は弊社までお問い合

わせください。 

以下の画面から手動での更新となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．「代理申請者登録ＩＤ」「電話番

号」を入力して、［OK］ボタンをクリッ

クします。 
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MEMO 
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「電子申請支援システム 建設業統合版」に関するお問い合わせは、 

ソフト専用サポートダイヤル 

０２６９－６５－４２２１ 

※電話番号のおかけ間違いにはご注意ください。 

 

 

 

※ このマニュアルに記載されている内容は 2011 年 2 月 16 日現在（Ver5.5）のものであり、操作方法、操作画

面等を予告なく変更することがありますのでご了承ください。 
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